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第1章 緒 言

赤 血 球沈 降 反 慮 ハ其 ノ方 法 操 伶 ガ極 メ テ簡 易 デ

或 種 ノ疾 患 二際 シテ診 断 ト豫 後 ヲ定 メル上 二有

力 ナ ル指 針 トナル タメ、 一 般 臨 林 家 二最 モ廣 ク

用 ヒ ラ レル補 助反 慮 ノデ ァル。 從 ヅ テ其 ノ本 態

二 關 スル研 究 テR・Fahraeus二 依 リテ再 登 見

サ レテ以 來 、 實 二膨 シキ数 二上 リ枚 爆 工逞 ナ キ

有 様 デ アル、 併 シ乍 ラ本 反 慮 ハ現 象 ノ軍 純 ナル

二拘 ラズ本 態 二關 スル諸 説 ノ、甚 グ錯 雑 シテ甲論

乙 駁 、 未 グ蹄 趨 ス ル所 テ知 ラナ イ。 唯 、 本 反 慮

ノ・1ツ ノ非 特 異 性 反癒 デ アツ テ炎 症 性
、 攣 質 性

或 ノ・壌 測 嫉 患 二際 シテ促 進 スル トノ事 實 ノ・一

般 二認 メ ラ レ タ所 デ ァ リ、赤 血 球 沈 降速 度 ハ 細

胞 崩壊 二 際 シテ促進 ス ル ト言 フ見解 ハ 誰 シモ異

論 ノ無 イ所 デ ア ラウ、
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扱 テ「ヌ ク レイネ ミー」二關 シテ述 ベ ル前 二、「ヌ 、

ク レ イネ ミーコ設 ノ濫 膓 デ ア ル 結 核 過 敏 症 ノ成

立 機轄 二關 スル硫 究 二就 テー 言 述 ベ ル必 要 ガ ア

ルe結 核 過 敏症 ナ ル 現 象 ノ・Koch,Behring,

Pirquetノ 研 究 ラ経 テ萬 人 ノ齊 シ ク注 目 スル所

トナ リ、結 核 問題 解 決 ノ鍵 ハ此 所 二 在 ル カ ノ如

ク思 ハ レタ ガ、 夫 々 ノ本 態 二關 シテノ、依然 トシ

テ不 明 ノマ マ最 近 ・:一及 ンダ。1925年 二 至 ツテ

Mo「oundKelle「 ハ輩 掲 ニ テ ノ・生 盟 二過 敏 症

ラ賦 與 シ得 ナ イ少 量 ノ「ツベ ル ク リ ンJト少 量 ノ

牛 痘 苗 テ以 ツ テ初 生見 二 過 敏 症 テ 畿 生 セ シメ

タ。 叉 、昭和2年 涌 谷 ハ牛痘 苗 ノ代 リニ豚 血 清

ラ以 テ シ、 健 常 海瞑 二過 敏 症 ラ惹起 セ シメ タ。

斯 ノ業 績 ハ 初 メ テ「ツベ ル ク リ ン」ノ「ノ・プテ ン」

牲 テ謹 明 シ タモ ノデ、 之 テ端 緒 トシテ結 核 過 敏

症 ノ成 立機 轄 ガ悶 明 サ レル ニ至 ツ タ。 帥 チ昭 和

8年 、李 林 ハ海 狸 ノ肺 、肝 、腎,脾 、 副 腎 ヨ リ

分 離 セ ル細 胞 核 二不 完 全抗 原 「ツベ ル クリ ン」ラ

賦 活 スル性 質 ノ有 ル事 ラ謹 明 シ、 細 胞 核 ラ更 二

追 求 シテ「ヌ ク レイ ン」ニ モ亦 此 ノ賦 活 作 用 ノア

ル事 テ謹 明 シ得 テ、 「ツベ ル ク リ ン」賦 活物 質 ノ

主 禮 ハ畢 章 「ヌ ク レオ プロ テ イ ド」デ アル事 テ突

キ止 メ タ。 弦 二於 テMoroundKellerノ 牛 痘

苗 、 涌 谷 ノ豚 血 清 ノ・ソノ含 有 スル 「ヌ ク レオ プ

ロ テ イ ド」二依 ツ テ賦 活 作 用 ヲレ呈 シ得 ル事 ガ剰

明 シタ。

谷 ロ バ以 上 ノ事 實 テ鋭 敏 無 比 ナ ル眼角 膜 反 磨iテ

用 ヒテ確 謹 シ、齋 藤 ノ・「ツベ ル ク リ ン」ノ主 ナ過

敏 元 成 分 ハ ソ ノpolypeptideニ ア ル 事 テ詮 明

シ、 櫃 田ハ 「ヌ ク レオ プロ テ イ ド」ノ賦 活 作 用 ガ

究 極 二於 テ「チ モ ヌ ク レイ ン」酸 二在 ル事 テ知 ツ

タ。

其他二、本論 ノ主旨ヂナィカラ省略 スルガ、斯

ノ説ヲ支持 スル多撒 ノ研究業績ガ褒表サレ、不

完全抗原「ツベルクリン」ノ賦活物質ハ「チモヌ

クレイン」酸 ト夫 ノ結合物デアル事 ハ疑 フ饒地

ノ無 イ所デァル。倫且、結核感染 ノ場合 ノ過敏

症モ、.*fi織細胞 ノ破潰二依リテ遊離 シタル細胞

核物質ガ結核菌毒素ラ賦活 スル事二依ルトノ見

解ハ極 メテ自然ニ シテ安當 ナル誕明 ト言 フベキ

ア ア ノレ。'

艦 外 ヨ リ移 入 サ レタ場 合 モ、 或 ノ、禮 内 ニ テ組 織

細 胞 ノ崩 壌 二 由 ツ タ場 合 モ、 勃 レご シテ モ細胞

核 物 質 即 チ「チ モ ヌ ク レ イ ン」酸 ト夫 ノ結 合物 ガ

禮 液 二遊 離 シテ循 環 スル黙 態 ハ 結核 過 敏 症 ノ成

立 ス ル タ 〆 二 絶 封不 可訣 ノ條 件 デ アル ト思 バ

レル。 斯 カル歌 態 ハ 即 チ青 山敬 二博 士 二 依 リ

テ「ヌ ク レイネ ミーコ ト命 名 サ レ タモ ノデ ァ ル。

「ヌ ク レ イネ 芝一」ヲ謹 明 ス ル タ メ ニハ
、 血 漿 中

二 「チモ ヌ ク レ イ ン」酸 ヲ謹 明 スル事 ガ必 要 デ ア

ル。 余 ハ 「ヌ ク レイ ネ £・-Jノ簡 易確 實 ナ ル讃 明

法 所 謂 森 氏 輪 環 反慮 ヲ考 案 シ本論 第1報 二詳

述 シタ。.

更 二余 ハ此 ノ方 法 ヲ用 ヒ テ「ヌ ク レイネ ミー」ノ

生 物 墾 的 意 義 二關 シテ研 究 中、 赤 血 球 沈 降 速 度

ノ促 進 モ、 「ヌ ク レイネ ミー 」増 殖 モ同 ジ ク由 ツ

テ來 ル所 ノ・細胞 崩潰 デ アル事 テ想 ヒ、 爾 者 ノ間

二何 等 カ ノ關聯 ガ存 ス ベ キ テ 推 定 ヌ ル ニ至 ツ

タ。 偶1余 ノ・E.Hammarstenノ 興 味 アル研1

究 業績 、 即 チ細 胞 核 内 二於 ケル 「チ モ ヌ ク レイ

ン」酸 ト夫 ノ結 合 物 ノ生物 學 的 意 義 二 關 スル論

文 二接 シ、 赤血 球 沈 降 速 度 ト「メ ク レイネ ミー」

ノ關聯 二封 シ テ 盆 ≧確 信 ノ度 テ深 ク シ タ。E.

且ammarstenノ 研 究 二 依 レ バ 「チモ ヌ ク レ イ

ン」酸 ハ分 子 量 ノ大 ナ ル 電 解 質 デ ァ ッテ、細 胞

核 内 一・一於 テ蛋 白質 、 「ア ミ ノ」酸 、 〔NH,.〕 〔Na・〕

〔H●〕等 ト結 合 シ、或 ハ分 離 スル事 二依 リ、細 胞

核 内 ノ滲 透 歴 、 粘 稠 度 、Dounan氏 膜 軍衡 、 水

分 ノ流 動 、 核 ノ形 態 壁 化 等 二關 シテ常 二支配 的

地 位 ヲ占 メ細 胞核 ノ機能 活 動 ノ根 元 ラナ ス重 要

ナ ル 因子 デ ァル ト。 故 二斯 カ ル膠 質化 墨 的 善 活

霰 ナ ル物 質 ガー 度 細 胞核 外 痢遊 離 シテ血 行 申 二

放 出 サ レル ナ ラバ、 即 チ我 々 ガ 「ヌ ク レイ ネ ミ

・一」ト呼 ンデ ヰ ル歌 態 ガ起 レバ
、血 液 ノ物 理化 學

的性 歌 二著 シキ璽 動 ラ齎 スベ キ事 ハ 想像 スル ニ

難 クナ ィ。

血 液 ノ物 理 化 學 的 性 歌 ラ表示 ス ル反 慮 、 即 チ血

液 ノLabilit琶tsreaktionト 構 スル モ ノ ノ、赤 血
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球 沈 降 反 慮 以 外 二Daranyi反 慮 、Matefy反

慮 等 多敷 ノ反 鷹 ヲ基 ゲ ル事 ガ出來 ル。 此 等 ノ反

慮 ト「ヌ ク レイ ネ ミーJノ 關 係 ハ極 メ テ興 味深 イ

問題 デアリ、就中、赤血球沈降反慮ハ簡易ニシ
弩

テ實用便値 ガ最 モ高 久 余ハ先 ヅ爾者 ノ關係テ

究明セントシテ小實験 ヲ試 ミタ。

第2章 赤血球沈降蓮度ノ本態二闘スル考秦

赤 血 球 沈 降 速 度 ナ ル現 象 ハ 夙 二Fahraeus以 前

二於 テ諸 家 二依 ツ テ観 察 サ レタ事 實 デ アル ガ、

其 ノ本 態 二關 スル近代 的知 見 ノ・Fahraeusノ 精

細 ナ ル研 究 業績 二員 フ所 大 ナル モ ノガ アル ノ デ

ア ル.同 氏 ノ研 究 テ契 機 トシテ、 赤 血 球 沈 降 速

度 ノ本 態 テ究 メ ン トス ル多薮 ノ研 究 ガ相 踵 イデ

現 ハ レ、 微 二 入 リ細 ラ穿 チ、而 モ今 日街 不 悶 明

ナル 域 ヲ睨 シ得 ナ イ。 余 ノ後 述 スル小 實 験 ハ赤

沈 速 度 ノ本態 二燭 レル モ ノデ ア ル カ ラ、 弦 二現

今 マ デ ニ登 表 サ レタ ル該 現 象 ノ本 態 二關 スル種

々 ナル 見解 テ各 學 設 二就 テ大 別 シテ、 概括 的 二

述 べ 度 イ.

赤 血 球 沈 降速 度 ノ・血漿 二浮 游 セル赤 血 球 ガ重 力

ノ作 用 テ受 ケ テ沈 降 ス ル速 度 デ アル カ ラ、 ソ レ

ニ働 ク因 子 ハ 赤血 球 ト血 漿 トノ雨 者 二求 メナ ケ

レバ ナ ラヌ。

一 般 二液 艦 二浮 游 セル粒 子 ノ沈 降 速 度 ヲ論 ズル

場 合 二屡{StockescheFormelナ ノレモ ノ ガ引

用 サ レル。

垂煙(C-cD9但 シr漏 球 膿 ノ牛 径
v=6

XYU.
c1=液 ノ上ヒ重

9一 引 力

c一 球 膿 ノ比 重

女霜液 ノ粘 稠 度

本 式 二依 レバ粒 子 ノ大 サ ガ大 ナ ル程 、 叉 ソ ノ比

重 ノ大 ナ ル程 、液 ノ比重 ノ小 ナ ル程 、又 ソ ノ粘

稠 度 ノ小 ナ ル程 、粒 子 ノ沈 降速 度 ハ大 ニ ナ ル ワ

ケ デ ァル。 併 シ乍 ラ赤 血球 ノ沈 降速 度 二本 式 テ

適 用 スル事 ハ困 難 デ アル。何 故 ナ ラ バ、 赤 血 球

ハ球 農 デ無 クテ圓 盤 歌 テ爲 シ、大 サ ガ同一 デナ

ク、 荷 電 テ有 シテ相 反 嬢 シ、或 ハ凝 集 シテ所 謂

循 銭 形 成 テ ナ シテ不 規 則 ナ ル赤 血球 團塊 トナ ツ

テ沈 降 スル カ ラ デ アル。

弦 二赤 沈 速 度 二影 響 スル各 因子 二封 ス ル諸 家 ノ

見解 ヲ述 ベ ル ト、先 ヅ赤 血球 二關 シテハ次 ノ如

ク考 ヘ ラ レテ ヰ ル。

1)赤 血 球 撒

赤 血球 ノ減 少 ガ赤 沈 速 度 テ 促 遙 ス ル ト ノ説 ハ

Wiemer,Abderhalden,林 及 ビ柘 植 、石 井及 ビ

檜 田、 岡 村等 多数 ノ學 者 二 依 リテ主張 サ レテ ヰ

ル。 ソ ノ根 嫁 トナ ル所 ノ、臨林 観 察 及 ビ血 液 ノ稀

繹 實 験 デ アル。 赤 血 球 ガ 減 少 ス レ バ 、赤 血球

相 互 ノ摩 擦 ガ減 ジ沈 降速 度 ガ早 クナル事 ハ理 論

上 考 ヘ ラvル 。 ケvド モPlaut,Benriinghof,高

野 、 渡 邊 等 ハ斯 カ ル事 實 テ認 メ ズ雨 者 ノ關 係 テ

否 定 シ タ。

2)赤 血球 ノ容 量
り

赤 血 球 ノ容 量 減 少 ヲ以 ツ テ促進 因 子 ト見倣 ス人

二 〇ettingen,Wiemer,村 上 、 古 市 、権 、 岡

村等 ノ諸 家 ガ アル。Gramノ ・赤 沈 速 度 ガ赤 血球

容 量 減 少 ノ李方 二比 例 ス ル ト述 べ タ。併 シ乍 ラ

大谷 及 ビ宍 戸 、松 浦等 ノ・雨 者 ノ關 係 テ認 メナ カ

ツタ。 血 液 テ食 盤 水 デ稀 稗 ス レバ 、 赤 血 球 容 量

ハ 減 少 シ、從 ツテ赤 沈 速 度 ハ促 進 スル筈 デ ァル

ガ、 事 實 ノ・之 二反 ス ル ノノ・普 ク知 ラ レ タ所 デ ア

ヅテ、 赤 血 球 容 量 減 少 二 促 進 作 用 ガ ア ル ト シ

テ モ、 ソ ノ作 用 ノ・微 弱 ナ モ ノ デ ア ラ ウ ト思 バ レ

ル0

3)血 色素 量

血 色 素 量 二關 シテハ ソ ノ含 量 ノ多 イ程 赤 沈 速 度

ガ早 イ ト主 張 スルBifrker,Behrens,Bennin-

gerundHerrmann等 フ諸 氏 ガ アル。Benni・

ngerundHerrmannノ 、本 設 ノ根 糠 ト シテ、遠

心沈 澱 二際 シ テ血 色 素 含 有 量 ノ多 イ赤 血 球 程 底

二沈 ム ト 述 べ タ。 ケ レ ドモ之 二 全 ク相 反 スル

設 、 帥 チ血 色 素 含 量 ノ少 イ程 沈 降 速 度 ガ早 イ ト

言 フ読 ガ松 浦 、 林 及 ビ柘 植 等 二依 リテ圭 張 ナ レ

テ ヰ ル.又 渡 邊 、 榴 石 塚 等 ノ・雨 者 ノ關 係 テ
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働
覧

全 然 否定 シタざ

4)赤 血 球 ノ陰 性荷 電

赤 沈 速 度 ノ促 準 ハ 赤 血球 ノ陰 性 荷 電 ノ減 少 二依

ル トナ ス読 デ、Fahraeus,H6ber,Linzenmeier

等 二依 リテ主 張 サ レ、Kanai,岡 村 、 上 野等 ガ

之 二賛 シタ。 赤 血球 ノ陰 性 荷 電 ノ減 少 ハ血 液 中

二 陽性 荷 電 物 質 ガ檜 加 ス ル 事 二 依 ル ト考 ヘ ラ

vv斯 カル物 質 ハH6ber二 依 レバgrobdisp-

erseEiweiBk6rperデ ア リ、Linzenmeierハ

Agglutininノ 如 キ物 質 デ ア ラ ウ ト述 べ タ。 爾 、

Abderhaldenノ 所 謂BlutfremdeEiweiBk6rp-

erノ 作 用 モFahraeus二 依vバ 此 ノ範 疇 二 入

ルベ キ モ ノデ アル ト。

併 シ乍 ラ荷 電 読 テ承 認 セ ナ イ 亀 者 モ多藪 ア ツ

テ、SchlechterundBIUhbaumノ 記 載==依 ル

ト赤 血 球 ノ荷 電 ガ相 等 シク シテ赤 沈 速 度 ハ異 ル

事 實 ガ ア リ、且 叉、Lanthannitratテ 添加 シテ

赤 血 球 ノ荷 電 ラ種 々攣 化 セ シ メテ モ赤 沈 速 度 二

慶 動 ハ起 ラナ イ,ト。 山本ノ・妊 娠 犬 ト雄 犬 ガ荷 電

相 等 シ ク シテ赤 沈 速 度 ノ異 ル ノテ認 メ タ.其 他

Abramsoh～8endien,NeubergundSnapper等

ノ如 ク荷電 読 テ全 面 的 二否 定 スル學 者 モ多 イ
。

5>.赤 血 球 凝 集 ノ促 進

赤 沈 速 度 ノ促 進 セ ル場 合 ノ・赤 血 球 ノ凝 集 ガ認 メ

ラ レル事 實 ノ・、 夙 二19世 紀 二於 テH.Nasse.

F・Mtiller等 ノ先 人 ガ記載 シテヰ ル所 デ ァル。

DeHaanノ ・腕 繊 維 素 血 液 テ以 ツ テ 種 々ナ ル動

物 ノ赤 沈 速 度 テ測 定 シ、 馬 ノ血液 ノ ミ著 明 二促

進 シ、 且 ツ顯 微 鏡 下 二赤 血球 ノ婚 銭 形 成 ヲ認 メ

タ。 ヶ レ ドモ他 動 物 ノ腕 繊維 素血 液 ニ ノ・斯 カル

事 實 テ認 メ ナ カ ツ タ。 赤 血球 ノ凝 集 テ以 ツ テ赤
ゑ

沈i速度 促進 ノ圭 要 因子 ト見傲 ス學 者 ノ・Starlin-

ger,Linzenmeier,Plaut,村 上 、 古 市 、 山本 等

非 常 二多 ク、Benninghofノ 如 キ ノ・赤 沈 速 度 テ

以 ツテ赤血 球 凝 集 ノ程 度 ラ測 ル尺 度 トナ シ得 ル

ト述 べ タ.又Fahraeusノ 研 究 二 依 レバ赤 血

球 ノ凝 集 ガ起 ラナ ケ レバ赤 沈遽 度 ノ・0.2mmデ

アル ガ、李 均11個 ノ赤 血 球 ヨ リ成 ル團 塊 テ形

威 ス ル ト赤 沈 速 度 ハ1mmデ ア リ、 赤 沈 速度 ガ

非 常 二促 進 シテ ヰ ル場 合 ハ 軍 均58000個 ノ赤 血

球 ヨ リ成 ル 團塊 テ形 成 シテ ヰ ル ト。

此 ノ赤 血 球 凝 集 ラ惹 起 ス ル物 質 亭就 テハ読 ノ岐

レル所 デ、Linzenmeierノ ・血 漿 内 ノAg91utinin

如 キモ ノデ ア ラ ウ ト述 べ、Benninghof,津 田及

ビ堤 ノ、血 漿 蛋 白 ノ構 造 攣 化 二依 ル モ ノナ リ ト主

張 シ、W6hlischundBohnenノ ・「ブ イブ リ ン」

ノ「ゲ ルJガ 赤血 球 ヲ結 ビ付 ケル タ メ デ アル ト述

べ タ。 叉 、Heidenhain,Fahraeusノ 、赤 血 球 表

面 張 力 ノ檜 大 ガー 因 テナ ス ト述 べ テヰ ル。

次 二血 漿 二關 シテ ノ、次 ノ因 子 ガ 考 ヘ ラ レテ ヰ 、

7レe

6)血 漿蛋 白艦

所 謂血 漿蛋 白禮 ノLinkSverschiebung即 チ 「フ

イブ リ ノゲ ン」「グ ロ ブ リ ン」ノ如 キgrobdispe-

rseEiweiBk6rperノ 」曾加 ラ以 ツ テ 赤 沈速 度促

進 ノ圭 要 因子 ト圭 張 スル學 者 ハ 非 常 二 多 イ、 ソ

ノ中 デ モ特 二 「フ イブ リ ノゲ ン」 テ重 視 ス ル人

ト、 「グ ロ ブ リ ン」テ主 因 ト見 倣 ス入 ガ ア リ、 又

「アル ブ ミ ン」ノ減 少 二意 味 テ認 メル人 モ アル
。

「フ イブ リ ノゲ ン」檜 加設 ノ・Starlinger ,Linz-

enmeier,Greisheimer,村 上 、 岡村 、 古 市 、 小

松 原 等 二依 リテ唱 道 サ レ、 夫 ノ根 嫁 トシ テ赤 沈

速 度 ト「フ イ プ リ ノゲ ン」ガ拉 行 スル事 、 脱 繊 維

素 血 液 デノ・赤 沈速 度 ガ遅 延 スル事 、 血 漿 ト血 清

ラ透 析 ス レバ 、外 液 二於 テノ・赤 沈 速 度 ガ 同 ジ デ

アル ガ、 内液 二於 テノ・血 漿 ノ場 合 二赤 沈 速 度 ハ

早 イ事 、 及 ビ「フ イ ブ リ ノゲ ン」溶 液 デノ・赤 沈 速

度 ガ促進 シテヰ ル事 ガ 塞 ゲ ラ レル。 叉 、 「フ イ

ブ リノゲ ン」ノ赤 沈速 度 促進 作 用 ノ機 轄 二關 シ

テノ・、Fahraeus,Linzenmeierノ ・赤 血 球 ノ荷

電 テ中和 スル タ メ デ アル ト述 べ、Bendienund

Snapperハ 「フ イブ リ ノゲ ン」ノ膠 質 學 的 不 安 定

性 二錦 シ、SachsundOettingenノ ・不 安 定 ナ

ル蛋 白質 ガ赤 血 球 ノ表面 二附 著 シテ ソ レ自身 ノ

不 安 定 性 テ賦 與 ス ル タ メ ナ リ ト説 明 シ タ。 併 シ

乍 ラ此 ノ読 二封 シ テ 反 封 説 モ 相 當有 力 デ ァ ツ

テ、 石 井 及 ビ増 田ハ 「マ ラ リ ア」患者 デ 「フ イ ブ

リノゲ ンJト赤 沈 速 度 ノ 間 二蛇 行 關係 ヲ認 メナ
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カ ツ タ。 山本 ハ 牛 ノ血 球 浮游 液 二 「フ イ ブ リ ノ

ゲ ン」テ加 ヘ テ赤 沈 速 度 ノ促 進 テ認 メナ カ ツタ。

松 浦 、Pewny,前 田及 ビ百漢 等 ハ 臨躰 観 察 ノ結

果 爾 者 ノ蚊 行 關係 テ認 メナ カ ッ タ。

「グ ロ ブ リ ン」増 加 設 ハFahraens ,Westergren,

津 田及 ビ堤 、岡村 等 二依 リテ圭 張 サ レタ。Kylin

ハ 「グ ロ ブ リ ン」溶 液 二於 ケル赤 沈 速 度 ト濃 度 ト

ノ關係 テ追 求 シ,赤 沈 速 度 ハ 「グ ロ ブ リ ン」ノ濃

度 ヨ リモ ソ ノKolloidosmoseニ ー 層 ヨ ク 比例

スル ト述 ベ タ。

「アル ブ ミ ン」ノ減 少 ノ・岡 村
、 松 本 、 清 水 二依 レ

バ、 赤 沈 速 度 テ促 進 セ シ メル ト、 ケ レ ドモBe-

ndienundSnapper,Kylinノ 、「アル ブ ミ ≧」ノ

減 少 ユ意 味 テ認 メ ナ イ。

最 近 ハ 「フ イ プ リ ノゲ ン」「グ ロ ブ リ ン」ノ雨 者 ラ
¶重覗 スル學 者 ガ 多 ク

、BendienundSnapPer

ハ爾 者 ノ敦 レカ ガ増 加 スル トキ赤 沈 速 度 ノ・少 シ

ク促 進 シ、 爾 者=共二檜 加 ス レバ著 明 二促 進 スル

ト述 べ タ。Kylinノ 研 究 二 依 ル 塾、 「アル ブ ミ

ン」「グ ロ ブ リ ン」ノ混 合液 デ ハ 「グ ロ ブ リ ン」ノ

ミ作 用 シ、 「フ イ プ リ ノゲ ン」「グロ ブ リ ン」ノ混

合 液 デ ハ雨 者 ノ作 用 ガ加 算 サ レル ト。

Westergren,TheorellundWidstr6mノ ・次 式

』 依 リテ略 篭赤 沈 速 度 テ推 定 シ得 ル ト栂 シ タ。

Skgn/st=140。4Fibrin%十6.22Glob%-6.09

Alb%一 一24.5Reichelハ 急 ・1生疾 患 二於 ケル 赤沈

速 度 促 蓮 因 子 ハ 「ブ イ ブ リ ノゲ ン」デ ア リ、慢 性

疾 患 二於 テハ 「グ ロ ブ リ 》」ト貧血 デ ァル ト述 べ

テ ヰ ル。

以 上 ノ如 クgrobdisperseEiweiBk6rperノ 増

加 ラ以 ツテ赤 沈 速 度 促進 ノ主 要 因 子 ト考 ヘ ル學

者 ガ極 メ テ多 イ ノデ アル ガ、 爾 者 ノ關 係 テ全然 、

否 認 スル人 モKelly,Reiche,Stenbe,SMotr-

ow,Boden,Musa等 多撒 存 スル ノ デ アル。

7)血 漿 類fi旨穏豊

血 漿類 脂 罷 ノ中 「ヒ ョ レス テ リ ン」ノ、Kifrten,

石 井 及 ビ増 田、 岡村 、 大 谷 等 ノ見 解 二從 ヘ バ赤

沈 速 度 テ促 進 セ シメル ト。 ケ レ ドモBenning-

hof,立 花 、 質 ハ 之 テ否 定 シ、 程 立 二依 レバ 「ヒ

ヨ レス テ リ ンP・ 寧 ・遅 延 的 二作 用 スル ト.Th-

eo「eUハ 「ヱー テ ル」デ抽 出 出來 ル 「ヒ ヨ レ ステ

リ ン」ノ、赤 沈 速 度 ラ 遅 延 セ シ メ、 蛋 白 ト結 合 シ

テ ヰル 「ヒ ヨス テ リ ン」ノ、何 等 影 響 ヲ與 ヘ ナ イ ト

述 べ タ。

「レチ チ ン」二關 シ テノ・KUrten,Linzenmeier,

岡 村 、 松 浦 二依 レバ遅 延 因子 デ アル ガ、Benni-

nghof,三 吉 ノ・之 テ否 定 シ、 程 立 ノ・寧 ロ促 進 的

二・{動ク ト述 べ タ。

他 方 二於 テOhlsonundRundquistノ 如 ク血

漿 類 脂 艦 ハ赤 沈 速 度 二封 シテ全 然 影 響 ナ シ ト主

張 スル墨 者 モ アル。

8ン 血 奨 粘 稠 度

Linzenmeier,pey,H.L6hrundW.L6hr,

長 嶋 ノ・血 漿 粘 稠 度 ト赤 沈 速 度 ガ比例 ス ル ノテ認

メ タ。 、

反 之 、 津 田及 ビ堤 、 石 井 及 ビ檜 田、 小松 原 ハ 雨

者 ガ逆 比 例 スル ト述 ベ テ ヰル。

9)血 漿 表 面 張 力

赤 沈 速 度 ノ促 進 セル場 合 二 之 晶拉 行 シテ血 漿 表

面 張 力 ガ低 下 ス ル事 ハSachsundOettingen

H.L6hrundW.L6hr小 松 原 等 二依 リテ観 察

サ レタ。 ケ レ ドモLey,欄 村 、 宮 本 ハ雨 者 ノ蘭

聯 テ認 メナ カ ツ タ。

10)血 漿 屈 折 率

大 谷 ハ 血漿 屈折 率 ト赤 沈 速 度 ガ拉行 ス ル事 テ結

核 患 者 二於 テ観 察 シタ。 岡村 ハ雨 者 ノ關 係 ガ不

定 ノ成 績 テ得 タ。 竹 林 、 山 本 バ雨 者 ノ間 二關 聯

ラ認 メナ カ ツ タ。`

11)水 素 「イオ ン」濃 度

津 田及 ビ堤 ハ血 球 ノ食 盟 水俘 游 液 二 盟酸 テ加 ヘ

ル ト赤 沈 速 度 ハ ソ ノ水 素 「材 ン膿 度 二比倒 シ

テ促 進 スル ノ テ認 メ タ。 岡村 ノ・人 間 デハ 赤 沈遽

度 ト水 素 「イオ ン」濃 度 ノ 間 二 關 係 テ 認 メ ナ ィ

ガ、 動 物 二盤 酸 ラ注 射 スル ト赤 沈 速 度 ハ促 進 ス

ル ト述 べ テヰ ル。

th、Stern,SteinbergundKritsehenk・,高 野

加 納 ハ 「ア チ ドー ジ ス」轟促進 作 用 ア リ ト述 べ テ

ヰ ル。 併 シ乍 ラ松 本 、 木 村 ハ斯 カ ル事 實 ヲ認 メ
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ナ カ ヅ タ。

12)盤 類

津 田及 ビ堤 ハ男 子 ト妊 婦 ノ血 漿 ヲ透 析 スル ト外

液 二於 ケ ル赤 沈 遽 度 ハ 同 ジ デ アル ガ、 内液 二於

テハ 相 異 ル事 實 ヲ以 ツ テ、 盤類 ノ、赤 沈速 度 二影

響 ナ シ ト述 ベ タ。 叉程 立 ハ等 張 性 食 盤 水 ノ注 射

ガ赤 沈 速 度 二無 影 響 ナ ル ヲ認 メ タ。Oettingen

ハ食盤 ガ添 加實 験 二於 テ渥 延 的 二作 用 ス ル ノ テ

親 察 シ、Enocksonハ 促進 セル血液 二食盤 テ添

加 スル トー 定 る濃 度 デ強 久邊 延 的 二働 ク ノチ認

メ タ。

「カル チ ウ ム」二關 シテハ 上原 、 中山 及 ビ下井 、

倉金 ハ赤 沈 速 度 ノ促進 セ ル血 液 二含 量 ノ少 イ ノ

ヲ認、メ タ。Demurtasノ ・CaCl?ヲ ・静…脈内二注

射 スル ト多 クノ・促 進 ス ル ガ、 逞 延 スル モ ノモ ア

ル ノ テ認 メ タ。 岡 村 ノ、Ca、Kハ 赤 沈速 度 二無

關 係 デ アル ト述 べ テ ヰル。

13>血 液瓦斯

伊藤ハ酸素ガ促進的論働キ炭酸瓦斯ハ邊延的二
　

働 ク5述 べ テヰ ル.クvド モReiche1二 依v

バ動脈 血 、 静脈 血 、 毛細 管 血 ハ 凡 テ 同 ジ赤 沈 速

度 テ示 ス ト述 べ テ ヰル,

14)血 液 残絵 窒 素
　

大 塚、AchardハIiill.液 残 絵 窒 素 量 ガ赤 沈速 度 ト

拉 行 スル ノテ認 メ タ ト.
翻

15)血 糖 ・

小菅 ノ・動 物 實 験 二於 テ血 糖 ト赤 沈 速 鹿 ガ蚊行 ス

ル ノヲ認 メ タ。 岡村 ノ、試 験 管 内添 加 實験 二於 テ

葡 萄 糖 ガ赤 沈速 度 二影 薯 ナ キ ヲ認 メ タ。

以 上 述 べ タ如 ク赤 血 球 沈 降 速 度 ノ本 態 二 關 シテ

ノ、多 激 ノ學 者 二依 リテ各 方 面 ヨ リ攻 究 サ レ絵 ス

所 ナ キ有 様 デ アル ガ、 而 モ今 日尚 閲 明 サ レルニ

至 ラナ イ歌 態 デ アル。

第3章

「ヌ ク レ イネ ミー」ノ讃 明 ニ ハ本 論 第1報 デ詳 述

シタル所 謂 解森 氏 輪 環 反磨 』テ用 ヒ タ。
の じ

赤 沈 速 度 ノ・Westergren氏 法 デ 以 ツ テ測 定 シ

1時 間値1・2時 間値 テ護 ム事 ニ シ タ。 即 チ、 注

射 器 二3,8%拘 構 酸 曹 達 溶液0.4cc入 レテ2cc

ノ目盛 マ デ 血1液 テ 吸 引 シ、 直 チ ニ 試 験 管 二移

シ、 輕 ク 振 盈混 和 シテ 後 、規 定 ノ「ピペ{ソト」』

テ零 ノ目盛 マ デ吸 上 ゲ テ垂 直 二立 テ、 時 間 的 二

赤 血 球層 ノ沈 降 テ測 定 スル ノデ アル。Wester-

gre蓋 ノ規 定 セ ル「ぜ ぺ.ト 」ノ・長 サ300mm,目

盛i200mm,内 径 ハ2.5mmデ ア ヅテ、 水 洗 シ

「アル コー ルJ「ヱー テル」テ通 シ乾 燥 滅 菌 シタ モ

ノ テ用 ヒ タ。 測 定 時 ノ温 度 ガ高 イ程 赤 沈 速 度 ガ
も

早 イ ト言 フ 事 實 ノ・FahraeusLinzenmeier以

譜 柵

・ 一 第4章

實験方法
蜘

來 認 メ ラ レタ所 デ ア ツテ、Fahraeusノ ・15℃-

20℃,Westergren同 ジク15℃-20℃,長 嶋

ノ・20℃"25℃,岡 部 ハ17℃ 一22℃,ラ 以 ツ テi適

温 ト認 メ タ。 ケ レ ドモ温 度 ノ壁 動 ガ甚 ダ シイ場

合 ノ・恒 温 装 置 テ用 フ ル ノガ望 マ シク温 度誤 差 ノ

修 正 表 ラ用 フ ル ノキ ヨ イ.

余 ノ試 ミタ小 實験 二於 テノ・大部 分 同 時 二測 定 シ

テ比 較 シ タモ ノデ ア リ、 連 日測 定 シ タ場 合 ハ 同

時 刻 二行 ヒ、 測 定 時 ノ 温 度 ノ・18℃-20℃ デ ア

ツ タ。 從 ツテ本 實瞼 二於 テノ・恒 温 装 置或 ハ修 正

表 ノ、必 要 ナ シ ト思 バ レル。

實 験 動 物 トシテ家 兎 ト海狸 ラ用 ヒ タ。 探 血 方 法

ノ、家 兎 二於 テノ、耳翼 静脈 ヨ ゾ
、1爾 冥二於 テノ、心

臓 穿 刺 二依 ヅ タ。

豫備實験

轡

赤沈速度ノ測定二封 シテ基本的ナル條件ヲ吟味

スル タメニ・沈降管二依ル誤差 動脈晦 ト静脈
な

血 ノ差、血管 ノ怒張ガ及 ボス影響及 ビ探血 ノ影

響 二關 シテ豫 備 實験 テ行 ツ タ6又 健 常 動 物 二

於 ケル赤 沈 速 度 ト「ヌ ク レイネ ミー」及 ド ソ ノ相

互 ノ關 係 テ観 察 シタ。
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第1節 沈降管 二依 ノン誤差

Westergren氏 ハ沈降 管 ノ長 サ300mm内 径2.5

mmト 規 定 シ タガ實 際 二於 テ嚴密 二同一 ナ ル モ

ノノ、望 釦難 イe從 ヅテ 内径 二封 シテハ2.4mm

乃 至2。7mmナ レバ 支障 ナ シ ト述 べ テ幾 分 裕 リ

ラ持 タ セ テ居 ル。 内径 ガ全 ク同 ジ デモ沈 降 管 二

依 ッ テ僅 少 ノ誤 差 ハ生 ジ得 ル モ ノ デ、 此 ノ沈 降

管 二依 ル誤 差 テ知 ラ ン ト シテ次 ノ如 キ實 験 テ行

ツ タ。 帥 チA,B2頭 ノ家 兎 ヨ リ心 臓穿 刺 二依

リ テ探 血 シタル 絢 構 酸曹 蓬 血 液 ラ内径 略12.5

mmノ 沈 降 管 各10本 テ用 ヒ テ同 ジ 條 件 ノ下 二

同 時 二赤 沈 速 度 ラ測 定 シ タ。 成 績 ハ第1表 ノ如

ク、 家 兎Aノ 血 液 デハ1時 間 値 デ最 高0.6mm

最 低0。4mmヲ 示 シ沈 降管 二 依 ル 誤 差 ハ0,2

mmデ ア リ、 家 兎Bノ 血 液 デ ノ・1時 間値 最 高
を

1.1mm最 低0,8mmデ0。3mmノ 誤 差 テ生 ジ

第1表 赤血球沈降速度ノ沈降管ニヨ以誤差

家 兎A家 兎B

沈降管
赤沈速度

塒 畔 時間
1 0.5{1禰0

2 0.5 1.0

3 0.4 0.8

4 0.5 1.0

5 0.5 1.2

6 0.5 1.0

7 0.6 L5

8 0.5 1.0

9 0.5 1.0

10 0.6 1.2

タ 。

沈降管
赤沈速度

}一

・畷2時 間

11 1.0 2.0

12 0.8 1.8

13 1.0 2.0

14 0.8 2.0

15 1.0 2.2

16 1.0 2.0

17 1.1 2.5

18 0.9 2.0

19 1.0 2.0

20 LO 2.0

、㍉ 第2節

が

伊 藤 ハ血 液 申 ノ炭 酸 瓦斯 ガ赤 沈 速 度 テ逞 延 セ シ

メ、 酸 素 ハ反 之促 進 的 二働 ク ト述 づ テ ヰ ル ガ、

此 ガ眞 ナ リ トス レバ静 脈 血 ト動 賑 血 ノ赤 沈 速 度.

ハ 異 ル筈 デ アル。 橋 本 モ雨 者 ノ赤 沈 速 度 同 一 ナ

ラ ズ トノ見解 ヲ述 べ テヰ ル。 併 シ乍 ラReichelth

動脈血 ト静脈血'

ハ動 脈 血 、 静 脈 血 及 ビ毛細 管 血 ノ赤 沈 速 度 ノ・異

ル所 ナ シ ト述 ベ テ ヰル。{乃 ヅ テ余 ノ・此 ノ黙 ラ聞

明 スベ ク次 ノ如 キ比較 實 験 ヲ行 ツ タ。

帥 チ、 試 獣 ト シ テ 健 常 海 猿10頭 及 ビ結 核 海猿

ノ中、 赤 沈 速 度 ノ 早 イモ ノ10頭 ヲ・用 ヒ心臓 穿

第2表 動脈 血 ト静脈 血:一於ケル赤血球沈 降速度 ノ比較

健 常 家 兎 群 結 核 家 兎 群

i

馨 黎i

i赤 沈 速 度

1時 間 乳 時 間

膨 血1翻血卿 血瞬 血
1 0.3 0・3iO・7

『
0.7

2 0.5 0.7 LO 1.2

3 0.2 0.2 0.5 0.5

4 1.0 1.0 2.0 2.0

5 0.5 0.5 1.0 LO

6 0.5 0.5 1.0 LO

7 0.2 0.2 0.5 0.5

8 0.5 0.5 LO 1.0

9 0.8 0.8 1.6 1.8

10 0.5 0.5 1.0 1.0

動 物
番 號

一
1

2

3

4

5

6

7

8

9
-

10

赤 沈 速 度

1時 間 2時 間

動細 徽 血 轍 血擁 血
5・OL11・0 11.55・o}

2・o}

4.0

17。0

32。0

4:5

7.5

12.0

8・む

3.0}

2。0

4。0

16.5

33.0

4.5

7.0

12.5

8.5

3。0

4。0

9。0

33.0

70。0

10.0

16。0

25。5

18。0

6.O.

4.0

10。0

32.0

69.0

11.0

16.0

27.0

19。0

6.0
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刺二依 リテ探血 シテソノ動脈血,静 脈血 ノ赤沈

速度 テ同 ジ條件 ノ下二測定 シテ比較 シタ。成績

ノ、第2表 二示 ス如 ク爾者 二僅 ナガラ差テ生ズル

揚合ガアル。即 チ健常動物ニテ1時 間値最大、

0.2mm結 核動物 デハ1mmノ 差 ガ生 ジタ。併

越

静

メ

ラ

、
認

園

血

ハ

範

脈

實

ノ

動

事

差

、
フ

誤

シ

言

ル

示

ト

依

ラ

ル

ニ

値

異

管

ジ

ノ

降

同

度

沈

分

速

ノ

部

沈

節

大

赤

前

ハ

テ

ハ

者

ッ

。

之

爾

依

イ

ラ

ニ

ナ

も

乍

ズ

血

レ

シ

エ

脈

ラ

第3節 血管怒張 ノ赤沈速度二及ボス影響

家 兎 ノ耳翼 静脈 ヨ リ探 顕nスル場 合 ニハ短 時 間 デ

探 血 スル タメ ニ「アル コー ルJ綿 球 デ輕 ク血 管 ノ

上 テ拭 ヒ血 管 ヲ 怒 張 セ シメ ル ノ ガ 好 都合 デ ア

ル。 併 シ乍 ラ橋 本 ハ 特 二此 ノ黙 ヲ 避 ヶ タ ト記

シ、小 菅 ハ充 血 ガ血 液 ノ酸 素 ラ培 加 セ シメ ル タ

メニ促 進 的 二作 用 シ、鯵 血 ハ5分 間 ニ シテ促 進

テ示 ス モ ノガ70%ア リ ト述 べ テ ヰル。の ツ テ余

ハ血 管 怒張 ノ影 響 テ確 メ ン トシテ以 下 ノ實 験 テ

行 ツ タ。 即 チ健 常 家 兎6頭 テ 用 ヒ、 「アル コー

ル」綿球 ニ テ拭 ヒ 血 管 怒 張 ゼル モ ノ ト非 ラザ ル

モ ノ テ同 ジ條件 デ同 時 二測 定 シテ雨者 ヲ比 較 シ

タ。 成 績 ノ、第3表 ノ如 ク血 管 ノ怒 張 セ ル トキ ト

非 ラザ ル トキ ノ赤 沈 遽 度 ハ同 一 ノ家 兎 二就 テハ

第4節
ず

小 動 物 テ用 ヒ テ實 験 スル場 合 二採 血 ノ影 響 テ考

慮 二入 レル必要 ノ アル事 ノ・言 フ迄 モ ナ イ。 本 實

験 ・=.於テ 赤 沈 速 度 ノ・Westergren氏 法 二依 リ

測 定 シ、 「ヌ ク レイ ネ ミー」ノ謹 明 ニノ・森 氏輪 環

反慮 テ用 ヒ タ ノデ ア ル ガ、 該 反 慮 ハ極 メ テ微 量

ノ血液 ニ テ施 行 出來 ル モ ノ デ ア リ、 赤 沸速 度 ト

rヌ ク レイネi-」 雨 者 二 封 シテ1 .6ccノ 血 液 デ

充 分 デ アル。 ケvド モ侮 日1同1.6ecノ 血液 テ

探 リ連 日二亙 ル トキ ハ 赤 沈 遽 度 拉 二「ヌ ク レイ

ネ ミー」二如 何 ナル影 響 テ及 ボ スデ ア ラウ カ、此

ノ黙 ヲ閲 明 ニ スベ ク次 ノ實 験 テ施 行 シ タ。 帥 テ

第4表

第3表 血管怒張 ノ赤沈速度3及:w7s影 響

ー 赤 沈 速 度
毒動 物

番 號
1時 間 2時 間

聖算饗 隣こぢ
血 管怒 張
セノレモ ノ

然 ラ ザ
ノレモ ノ

1 1.0 1.0 2.0 2。0亀

2 1.0 1.0 2.0 2.2

3 0.8 0.8 2.0 2.0

4 0.5 0.5 1.0 1.0

5 1.2 1.2 2.5 2.7
1

匡 0.5 0.4 LO 1.0

差 違 ラ認 メナ イ。 即 チ「アル コー ル」綿球 ニ テ軽

ク拭 ヒ血 管 ノ怒張 テ起 ス トモ赤 沈 速 度 二封 シテ

何 等 影 響 ナ キ モ ノ ノ如 シ。

探血 ノ影響

・膿 重約3009ノ 健 常 海猿 テ用 ヒ、1日1同 心 臓

穿 刺 二 依 リテ1.6ccノ 探 血 ヲ行 ヒ直 二赤 沈 遽 度

ト「ヌ ク レ イネ ミー」テ 検 シ連 日8日 間 観 察 シ

タ。 但 シ此 ノ場 合 、探 血後 同量 ノ生 理 的 食 盤 水

ヲ皮 下 二注 射 シテ水 分 ラ補 ツ タ。 成績 ハ第4表

二示 ス如 ク赤 沈 速 度 ハ 僅 二攣 動 ス ルモ正 常 攣 動

ノ範 園 二留 リ、 「ヌ ク レイ ネ ミー」ノ・終 始 同一 ノ

値 テ示 シタ。 郎 チ1。6ccノ 探 血 ハ直後 二同量 ノ

生理 的 食 盛 水 テ以 ツテ水 分 ラ=補フナ ラバ 、連 日

8日 間 二亙 ル モ赤 沈 速 度 ト「ヌ クvイ ネ ミー」・・=一

何 等 影響 テ與 ヘ ナ イ ト言 フ事 ガ 出來 ル。

探 血 ノ赤 血 球沈 降 速 度及 ビ「ヌ ク1!イ ネ ミー」二及 ボ メ影 響1日1同1.6cc蓮 日8日 間

動 物
番 號 第1日

臓

第2日 第3日

}

第4日i第5日 第6日 第7日 第8日

1

赤 沈1時 閻 0.5 0.4 0.5 0.5 0.5 0覧5 0.5 0.5

,,2時 間 LO 1.0 LO 1.2 1.0 1.0 LO 1.0

「ヌ 〃 レ イ ネ ミ ー 」 什 赫 什 甘 什 什 十十 卦
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脳

…〔　 一 一}臨

i赤 沈1時 間11・0
1.0 o・8{ 1。0, LO 1.0

_… 厚 …{耀

1.0 1.0

21・ ・2時 間2。0 2.0 1.8 2.0 2.0

艀…

2.0 2.0 2.0

「ヌ ク レ ・1ネ ミ ー 」

…

十 十 十 十 十

紹

十 十 十

3

赤 沈1時 間 0.2 0.2 0.3 0.2 0.3

一一

〇.2

一

〇.2 0.2

,,2時 間 0.5 0.5 0.7 0.5 0.6 0.5 0.5 0.5

「ヌ ク レ イ ネ ミ ー 」 督 粁 骨 料 十ト

隔一

十十 什 十十

4

赤 沈1時 間 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

…

0.7} 0.5 0.5

,,2時 間 1.0 1.0 LO 1.2 1.0 1,5;1。2 1.0

「ヌ ク レ イ ネ ミ ー 」 十 十 審 十 十 十 十 十 十

5

赤 沈1時 間 0.5 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5 0.5 0.5

"2時 闘 ω 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

「ヌ 〃 レ イ ネ ミ ー 」 十 十 十 十 十 十 十 十

6

赤 沈1時 間 1.0 LO 1.0 1.0
{}

1.2、1.0 LO 1.0

,,2時 間 2.0 2.0 2.0 2.0 2.5i2.2 2.0 2.2

Fヌ ク レ イ ネ ミ ー 」 十 十 十 十
■十

十 十 十

7

一

赤 沈1時 聞 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.4 0.4 0.4

"2時 間 1.0 1.0 1.0 1.0 1.5 0.8 1.0 1.0

ボヌ ク レ イ ネ ミ ー 」 →十 什 卦 骨 十十, 什 十十 朴 1

第5節 健常勲物 ノ赤 血球沈降速度 ト「ヌクv4ネ ミー」

本 實 験 テ行 フニ當 ツ テ健 常 動 物 ノ赤 沈 速 度、「ヌ

ク レイ ネ ミー」ノ程 度 蚊 ニ ソ ノ相 互 ノ 關係 ヲ豫

メ承 知 シ テ 置 ク 必 要 ガ アル。 余 ノ・健 常 家 兎30

頭 、 健 常 海 獲30頭 ニ テ赤 沈 速 度 測 定 ト「ヌ ク レ

イネi-Jas明 ヲ行 ツ タ。家 兎 二於 ヶル成 績 ハ

第5表 一=示ス如 ク、 赤 沈 速 度 ノ・1時 間 値 ニ テ最

高1.5mm最 低0。2mmデ ア リ、rヌ ク レイネ ミ

ー 」ノ・(十〉ガ18頭
、(砦)ガ10頭 、(辮)ガ2頭 ノ

割 合 ニ ナ ツ テ ヰ ル。

海猿 二於 テノ、第6表 二示 ス如 ク赤 沈 速 度 ノ、1時

間値 ニ テ最 高1.2mm最 低0.1mmデ ア リ、 「ヌ

ク レ イネ ミー」ハ(十)ガ17頭 、(什)ガ10頭 、

(辮)ガ3頭 ノ割 合 ニ ナ ツ テ ヰ ル。 爾 、 赤 沈 速度

ト「ヌ ク レ イネ ミーJノ 關係 ハ家 兎 二 於 テ モ叉海

狸 二 於 テ モ不 定 デ ア ル。

第5表 健 常 家 兎:・於 ケル 赤 血 球 沈 降 速 度 ト「ヌクyイ ネ ミー」

動物
番號

赤沈速度
肇

「ヌ 〃

レ イ ネ

ミ ー 」・時帥 醐

1 0.5 1.0 十

2.
一 一

3

0.5 1.0 十

0.3 0.7 昔
4 0.3 0.7 十

5 0.5 1.0 十

6 0.4 0.8 粁

7 0.5 1.0 曾
8 1.0 2.0 什

9 1.0 2.0 十

10 0.5 1.0 十

動物
番號

赤沈速度

・鯛 塒 問

「ヌ ク

レ イ ネ

ミ{」

111.0

120.3

130.5

141。5

151.0

161.0

171。0

180.5

190.2

200。5

2・OLまL

O.6}十

1.0

3.0

2.0

十

十

2.0十

2.0十 十

1.・1+

o.51赫

1.0十

動物
番號

」

赤沈

・綱
2η0・5

2210・3

暑
1.2

0.5

25 LO

26 0.5

27 0.5

28 0.6
昌

29 0鷺2

3010.3

赤沈速度

1.O

O.5

2.5

LO

2.0

1.0

1.0

1.0

0.5

0。6

rヌ ク

レ イ ネ

ミ ー 」

十

一十

{
甘
～
軒
「粁

～十

}十

～柵

～十

十
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第6表 健 常海猿=於 ケル赤血球沈降逸度 ト「ヌ"vイ ネ ミー」

動物1
番號i

赤沈速度
一 …………

レ ヌ ク

レ イ ネ

ミ 隔」

願

}・綱2醐
1 0.2 0.5 十

2 0.2 0.5 十

3 LO 2.0 什

4 0.3 0.6 十

5 0.2 0.5 十

6 0.2 0.5 十

7 0.3 0。6{ 十

弓 0.5 、』肺
…

9 0.5 1.0 十

10 0.1 0.3 什

動物
番號

赤沈速度 }rヌ"

レ イ ネ

ミ 輌 」1綱2㈱

11 0・210・5 十

12 1.0 2.0 十

13 1.2 2.5 赫

14 0.2 0.5 十

15 0.5 1.0 什

16 0.2 0.5 十

17 ℃ 。5 1.0 替

18 LO 2.0 什

19 0.3 0.5 朴

201 0.7 1.5 十

鶏諜詞
211。02.0十 十

22 0.4 1.0 十
舞

23 0.5 1.0
…

柵

24 0,511.0 … 朴

25 砺5[・0 十

26 0.5[.0 什

27 0.2 0.5 十

28 0.2 0.5 十

29 0.5 1.0 柵

30 0.5 1.0 十

第5章
メ

の

赤 血 球 沈 降速 度 ハ壊 疽 性 、 炎 症 性乃 至攣 質 性疾

患 二依 リテ生 罷 細 胞 ノ崩 潰 シ タ際 二 促進 スル ト

ノ見 解 ノ・廣 ク承 認 サ レタ所 デ アル。 叉 、 細 胞核

ハ 殊 二鏡敏 織 細 ナモ ノデ、生 艦 細 胞 ノ崩 潰 二際
.

ジテ、核 物 質 ガ遊 離 シテ艦 液 中 ユ放 出 サ レ循 環

ス ル歌 態 、 即 チ「ヌ ク レイネ ミ'-Jガ 惹起 サ レル
審 轡

組織壌疽二於ケル赤血球沈降速度 卜「ヌク レイネ ミー」

事 ノ・明 ラ カ デ アル。 則 チ赤 沈 速 度 ト 「ヌ ク レイ

ネ ミーJノ・細 胞 崩 壊 チ介 シ テ 互 二關聯 テ有 ス ル
　 ぱ

モ ノデ ァル ゴ トハ疑 ナ キ所 デ、 爾 者 ノ量 的 時 間

的 關 係 テ観 察 セ ン トシテ次 ノ如 キ小 實験 テ行 ツ

タ 。 冤

第1節 實験方法

實験的二生膣細胞テ崩壊セシメル方法ハ種々考

ヘラレルノデアルガ、余ハ高張性食盤水 テ皮下

二注入スル方法二依ッタ。該法二依ル組織壊疽

二於テハ外部 ヨリ其 ノ程度ガ観察出來テ、且 ツ

短時日二恢復 シ、就中、細胞構成物質二些 ノ攣

性テモ與ヘナイ事ハ赤沈速度 ノ如キ膠質學的問

題ラ扱 フ上二非常二好都合 デアル。實験動物 ト

シテノ、艦重約3009ノ 海狽 テ用ヒ10%食 盤水

10ec乃 至15ccラ 腹部皮下二注入 シテ皮膚蛇二

皮下組織ヲ壊疽二陥 ラシメタ。此 ノ場合 ノ局所

ノ攣 化 ラ観 察 スル ニ,注 射 ノ翌 日ニノ・局所 浮 腫

ト脱 毛 トガ認 メ ラv、2日 目 ヨ リ 壌 疽 ガ 始 マ

リ、3日 、4日 ト著 明 デ ア ツテ、 以後 肉芽 組 織

ヲ生 ジテ治 癒 二傾 キ、 注 射 後6日 乃 至7日 ニ ハ

痂 皮 下 二治 癒 シテ ヰ ル ノガ認 メ ラ レル。
の 　

斯 クテ毎 日1同 心 臓穽 刺 ・=一依 リテ探 血 シテ赤 沈

速 度 ヲ測 定 シ、 「ヌ ク レイネ ミー」テ検 シ、 局 所

ノ攣 化 ト共 二雨 者 ノ攣 動 ラ観 察 シタ.探 血 後 ハ

直 二 同量 ノ生 理 的 食 盤 水 ヲ皮 下 二注 射 シテ水分

ヲ補 ツ タ。

第7表 組織 壊疽 二於ケル赤血球沈 降速度>rヌ クvイ ネ ミー」

動物
番號

第1瑚

懲

1赤 沈1時 間

1,,2時 間

「ヌ ク ソ イ ネ ミー 」

前直
射
前H

注
3

』1』1

2.0

什

万
T

注 注射後
射1日

↓

1.5

3。0
　

柵

2日 3日

6.0

13.0

柵

9.0

23.0

柵

4日

遇iL
7.5

T

5寧

3.0

7.O

T

6日

1.0

2。O

T

ギ

譜
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食 臨 水
(10%)

10cc皮 下

注 射

2

赤 沈1時 間 0.5

1.0

0.5 2.0 8.0 12.0 4.0 2.0 0.5

"2時 間 1.0

一

4.0 17.5 28.0 10.0 4.0 1.0

「ヌ 〃 レ イ ネ ミ ー 」 十 十 赫 帯 冊 柵 赫 十

3

赤 沈1時 間 0.5 0.5 0.7 2.0 3.0 2.5 2.0 0.5

,,2時 間 1.0 1.0 L5 5.0 7.5 5.0 4.0 1.0

「ヌ ク レ イ ネ ミ ー 」 什 什 赫 柵 柵 柵 柵 赫

4

赤 沈1時 間 LO 1.0 2.0 45.0 40.0 8.0 1.2 1.0

"2時 間 2.0 2.0 5.0 6.0 8LO 36.0 3.0 2。0卜

「ヌ グ レ イ ネ ミー 」 赫 鷲 甘 冊 柵 柵 柵 赫

5

赤 沈1時 間 0.5 0.5 1.α 21.0 12.0 4.0 1.0 0.5

・・2時 聞 1.0 1.0 2.5 45.0 29.0 9.0 2.0 1.0

『ヌ ク レ イ ネ ミー
十 十 赫 冊 柵 柵 赫 十

華

第2群

亀謝
15cc皮 下

注 射

6

赤 沈1時 間 1.0 1.0

2.0

2.0 4.0 3.0 2.0 1.0 1.0

"2時 間 2.0 4.5 11.0 7.0 5.5 2.0 2.0

「ヌ 〃 レ イ ネ ミ ー 赫 什 柵 柵 柵 榊 甘 赫

7

赤 沈1時 間 2.0 2.0 6.0 34.0

"2時 間 4.0 4.0 13.0 66.0 死
「ヌ ク レ イ ゐ ミ ーr 赫 卦 柵 柵 什十

8

赤 沈1時 間 0.5 0.5 7.0 26.0 52.0 30.0 8.0 1.0

、"2時 間 1.0 1.0 18.0 62.0 117.0 72.0 34.0 2.0

「ヌ グ レ イ ネ ミー 」 十 十 甘 儲 十}十柵 冊 柵 赫

9

赤 沈1時 間
・0 .5 0.5 2.5 7.0 45.0 18.0

"2時 間 1.0 1.0 6.0 18.0 92.0 38.0 死
『ヌ ク レ イ ネ ミ ー 」 十 十 十十 帯 柵 冊

10

赤 沈1時 間 0.5 0.5 1.0 32.0

"2時 間 1.0 1.0 2.5 70.0 死
「ヌ ク レ イ ネ ミ ー 」 十 十 督 柵

籍

第2節 實験成績
拶

實 験 成 績 ハ第7表 二示 ス如 ク赤 沈 速 度 ト 「ヌ ク

レイネ ミー」 ノ、局 所 ノ所 見 轟一 致 シテ攣 動 シ、

互 二蚊 行 スル ト言 ブ結 果 夢得 タ。 尚 之 テ詳 述 ス

ル ニ先 ヅ食 藍 水10ecテ 注 射 シタ ル 第1群 二於

テ、 赤 沈i速度 ハ注 射3日 ト直 前 ノ値 ノ・同 ジデ ァ

リ、 注 射 ノ翌 日僅 二促進 シ、壌 痘 ノ著 明 ナ ル時

期 、 郎 チ注 射 後2日 、3日 乃 至4日 二最 モ促 進

シ、 以 後 遅 延 シテ注 射 後6日 二至 レバ局 所 ノ治

癒 ト共 二注 身揃 ノ値 二戻 ル ノガ認 メ ラ レ タ。

「ヌ ク レイ ネ ミー-J二關 シテハ 注射3日 前 ト直 前

ノ値 ハ 同 ジ デ アル ガ、注 射 ノ翌 日ニ ハ僅 二檜 彊

ラ示 シ、 注 射後2日 、3日 、4日 ノ壌 疽 ノ著 明

第3節

、ナ ル時 期 二最 高 値 二達 シ、 以 後 次 第 二減 弱 シデ

6日 ・.=一至 レ バ 注 射 前 ノ値 二 戻 ル ノガ認 メ ラy
〆

タ 。

食 盟 水15ccテ 注 射 シ タル第2群 ノ成 績 モ大禮

二於 テ第1群 ノ ソv二 近 イモ ノデ アノY。唯 、注

射 量 ノ大 ナ ル タメ:一赤 沈 速 度 卜 「.,icクVイ ネ £

一 」ノ慶 動 ガ早 ク現 バ レ ル 傾 向 ガ見 ラ レル
。 即

チ赤 沈 速 度 ノ促 進 ト「ヌ ク レイネ ミーユノ檜 強 ハ

注 射 ノ翌 日既 二 明 ラ カニ看 取 サ レ、2日 乃 至3

日 デ最高 値 二達 シ、 以 後 遅 延 減弱 シテ6日 後.・・

ノ、注 射前 ノ値 二戻 ル ノガ認 メ ラ レタ
。

そ ゆ

食藍水 ノ直接赤血球沈降速度二及ボス影響
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本實験 二於 テ組織壌疽ラ惹起 セシメル手段 トシ

テ高張性食盤水ヲ用 ヒタ。從 ツテ此 ノ場合食盤

ノ直接赤沈速度二及ボス影響 ガ考慮 サレネバナ

ラヌ。赤沈速度轟封 スル食盤 ノ影響二關 シテノ・

前述 ノ如 ク津田及 ビ堤、程立、Oettiugen,En一

㏄k30n等 ノ研究ガアツテ、一一般 二影響ナイガ

濃度 ノ高 イ場合ノ・邊延的二作用スル ト考ヘ ラレ

テヰル.余 ハ次 ノ小實験 二依 ツテ之 テ確認 シ

タ。即チ試験管内ニテ絢撚酸曹達血液二10分 之

1容 ノ各濃度 ノ食盤水テ加ヘテ赤沈速度 テ測定
'
シタ。第8表 二示 ス如ク添加食盤 ノ血液内濃度

第8表

聾

ガ2%以 下 デハ 赤 沈速 度 二影 響 ナ ク、5%二 至

ツテ僅 二逞 延 的 二作 用 シ10%s至 ル ト明 ラ カニ

邊 延 作 用 テ呈 スル ノガ認 メ ラ レタ。

扱 テ本 實 験 二於 テ10%食 盤 水 テ10cc乃 至15㏄

皮 下 二注 入 シタ場 合 ハ 翌 日水 分 ヲ吸 引 シテ局 所

二浮 腫 テ來 ス ノガ認 ろ ラ レ、 食 盤 ノ、徐 々 二血液

中 二移 行 シ腎臓 ヨ リ排 泄 セ ラ レル モ ノ ト思 バ レ

ル。 從 ツ テ血 液 中 ノ食 盤 濃度 ハ赤 沈 遽 度 二直接

影 響 スル程 高 クハ ナ ラズ、 假 令 影 響 アル トシテ

モ輕 微 ノ邊 延作 用 デ ア ラ ウ ト考 ヘ ラ レル。

食魎ノ試験管内添加ガ赤血球沈降速度二及ボメ影響

動物番號 食 顛 ノ濃 度

乱

0% 0.1% 0.5% 0.85% 2%

星

5% 10%

1 赤 沈1時 間 1.0 1.0 LO 1.0 1.0 0.8 0.7

,,2時 間 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 1.8 1.5

2 赤 沈1時 間 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 0.3

,,2時 間 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 0.8 0.7

3 赤 沈1時 間 0.5 0.5 0.5 0.5 。.5i 0.3 0.2

,,2時 間 1.2 1.2ぎ 1.0 1.0 1・9 0.7 0.5

4 赤 沈1時 間 5.0 5・q 6.0 5.0 6.0 4.0 1.5

,,2時 間 10.0 10.0 12.0 10.0 11.0 7.0 3.0

5 赤 沈1時 間 10.0 40.0 9.0 7.0
、

8.0 5.0 1.5

,,2時 間 22.Ol 22.0 20.0 17.0 14.0 9.0 3.5}『
5.0一

6 赤 沈1時 間
110

.010.5壷 10.0 10.09.0 8.0

"2時 間 22。0122.0 23.0 2乏.020.0 ＼18.0 12.0

第4節 要 約

實 験 的 二生 盟 細 胞 テ崩壌 セ シメ、 由 ツテ來 ル赤

沈 遽 度 及 ビ 「ヌ ク レイ ネ ミー」ノ攣 動 テ観 察 シ以

ツテ雨 者 ノ時 間的 量 的 關 係 ヲ窺 ハ ン ト シタ。 細

胞 崩 壌 テ惹起 セ シメル方 法 ハ種 々 アル ガ、 余 ノ・

10%食 盤 水10cc乃 至15ccテ 海狼 ノ腹 部 皮 下 ・・=一

注 射 シ皮 膚 及 ビ皮 下 組織 ラ壊 疽 二陥 ラ シメ ル方

法 二依 ツ タ。 此 ノ場 合 ノ赤沈 速 度 ト 「ネ ク レイ

ネ ξ一」ノ攣 動 ノ、全 ク 組 織 攣 化 トー 致 シ、 雨 者

ガ全 例 二於 テ拉 行 ス ル事 實 ガ認 メ ラ レタ。 叉 、

食 監 ノ試 験 管 内添加 轟 ヨ リテ直 接 赤 沈 速 度 二及

ボ ス影 響 テ検 ス ル…bソ ノ濃 度 ガ2%ニ シテ輕

微ナル遅延作用 ノアル事 ガ判 ツタ。本實験二於

テハ食盤 ノ血液 内濃度 ガ2%テ 超過 シヤウトハ

考ヘラレナィ。從 ツテ食盤 ノ直接赤沈速度二及

ボス影響ハ考慮スル必要 ガナイト思ノ、レル。斯

クテ組織壌疽二際 シテ細胞崩壌 ノ膠質化學的指

標 ト考ヘラレル赤沈速度 ト細胞核崩壌 ノ直接化

學的表示 デアル「ヌクレイネセー」ガ蚊行關係 テ

示 シタ事ノ・興味 アル事實デァリ,「ヌクレイネ£

一」ガ赤沈速度促進因子 ノーソ デアルベキ可能

牲 ヲ生 ジタ。

第6章 「チモ ヌク レイン」酸曹建 ノ試験管内添加 ガ赤血球沈降速度 二及 ボス影響
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第1節 實瞼方法

「チ モ ヌ ク レイ ンJ酸 ガ血 行 中 二移 行 シ タ場 合 二

血 漿 内 ニ テ如 何 ナル形 デ存 在 スル カノ・全 ク不 明

デ アル.併 シ乍 ラ「チ モ ヌ ク レイ ン」酸 ノ・比 較 的

強 酸 デ ア ル カ ラ「アル ブ ミン」「グ ロ プ リ ン」ノ如

キ等 電位 鮎 ノ低 イ蛋 白質 トノ結 合 ハ血 漿 ノ有 ス

ル 如 キ酸 性度 ノ下 二 想 定 出 來 ナ イ。 「チ モヌ ク

レ イ ン」酸 ト結 合 スル最 ラ可能 性 ノ多 イ物 ノ・「ア

ル カ リ」或 ハ 「ア ル カ リ」土 類 金 届 デ ア リ、次 二盤

基 性 ノ蛋 白質 ガ考 ヘ ラ レル。 此 等 ノ複 盤 ノ形 モ

勿 論 存在 シ得 ル モ ノデ ア ル。

余 ハ核物 質 ノ赤 沈 遽 度 二及 ボ ス影 響 ヲ試 験管 内

ニ テ検 セ ン トシテ、核 物 質 トシテ 「チモ ヌ ク レ

イ ン」酸 ノNa監 テ用 フル事 ニ シタ。 血 漿 中 ニ

テハ 「チモ ヌ ク レイ ン」酸 ハ前 述 ノ如 クNa盟 ト

シテ存 ス ル可能 性 ガ最 モ大 デ ア リ、 該 物 質 ノ・製

造操 作 中 二膠 質化 學 的 攣 性 テ起 サズ、 且 又各 種

動 物 、 各 種臓 器 二就 テ常 二 同 一 デ アル カ ラ本實

験 二封 シテ洵 二好 都合 デ アル。

rチ モ ヌ ク レイ ン」酸 曹 蓬 ハNeumann氏 法a

依 リテ檀 ノ胸 腺 ヨ リ製 造 シタ.

實 験 用 ノ血 液 ノ・健 常 家 兎6頭 、 結 核 感 染 家 兎 ノ

中赤 沈 速 度 ノ早 イモ ノ4頭 ヨ リ、3・8%絢 構 酸

曹 達 溶 液4分 之1容 ノ添 加 二依 リテ凝 固 テ防 ギ

ツ ツ心藏 穿 刺 二依 リテ探 血 シ タ。

添加 ノ方 法 ノ・試 験 管 二絢 構 酸 曹蓬 血 液1・8cc入
　 ま

レテ、 之 二「チ モ ヌ ク レ イ ン」酸 曹達 溶 液0・2ce"

ラ加 へ添 加 量 ガ0%(即 チ蒸 鯉 水 テ 以 ツ テ セ ル

封 照)0.05%、0.1%、0・2%、0・5%及 ビ1ρ%一:・

ナル 如 ク シタ。 斯 ク テ輕 ク振 燈 混和 シテ颪 二同

ジ條 件 ノ下 二赤 沈速 度 テ測 定 シ タ。

但 シ、 結 核 家 兎 ノ赤沈 速 度 ガ促 進 シテ ヰ ル血液

デノ・添 加 「チ モ ヌ ク レイ ン」酸 曹 達 ノ濃 度 ラ0.5

%マ デニ留 メ タ。

第2節 實験成績

「チモ ヌ ク レイ ン」酸曹 達 ノ試 験 管 内添 加 ノ・第9

表 二示 ス如 ク赤沈 速 度 二封 シテ著 明 ナル促 進 作

用 ヲ呈 シ タ。 即 チ先 ヅ健 康 家 兎 ノ血 液 二就 テ述

ベ ル ト、 添 加 「チモ ヌ ク レイ ン」酸 曹 達 ノ濃度 ガ

0.05%ニ シテ既 二牛en=一於 テ赤 沈 速 度 ノ促進 ス

ラレノヲ認 メ、0.1%デ ハ総 テ ノ 場 合r.可 ナ リノ

赤沈 速 度 促 進 ガ見 ラ レタ。0.2%デ ハ著 シク促

進 シ、O、5%・=至 ル ト赤血 球 ガ凝 集 シテ所 謂 團

塊 テ形 成 シテ沈 降 ス ル有様 テ肉 眼 的 二観 察 スル

事 ガ出來 テ、1時 間 ノ赤沈 遽 度 ガ100mmヲ 越

第9表
}

'ヱ ル モ ノガ アル
。 「チ モ ヌ ク レイ ン」酸 曹 達 ノ濃

度 ガ1%ニ ナ ル ト赤 沈 速 度 ハ更 二早 イ。

結 核 家 兎 デ翫 二 赤 沈 速 慶 ノ 早 イ血液 二於 ケル

「チモ ヌ ク レィ ン」酸 曹 達 ノ添 加實 験 二於 テノ、最

小 量 即 チ0.05%ニ シ テ 全 例 二於 テ著 明 ナ ル赤

沈 速 度 促 進作 用 ガ認 メ ラ レ、 以 上 濃 度 ノ高 マ ル

ト共 二赤沈 速 度 促 進 作 用 ガ強 イ。 而 シ テ 「チモ

ヌ ク レ イ ン」酸 曹 達 ノ赤 沈 速 度 促 進 作 用 ハ豫 メ

結核 感 染 二依 リテ促 進 セ ル血 液 二封 シテー 層 強

ク働 ク傾 向 ガ アル。
'

「チモ ヌクVイ ソ」酸曹達 ノ試験管 内添加 が赤血球沈 降速 度 二及 ボス影響

勲 翻 ド湧 徳 劃 ・%・ 伽1…% "2%{q5%1…%
時騨

;1 ・赤 枕 「 時 間1・O
l・

1.5 2.5 3.0122・0 136.0

"2時 間2.0 3.0 4.0 7.5 45.0 141.0
1

2赤 沈1時 間0・5 0.8 1.5 3.0 20.0 131.0

i

i

l"2時 間1・o

健 常i
ξ

1.5
卑

3.0φ
7.0 42.0 140.0

3赤 沈1時 間}1・0
1.0 2.0 30.0 138.5 139.0

1,,2時 間}2.0 2.0 4.5 80.0 142ボ0 150.0
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虹

家兎群
4 赤 沈1時 間10.5 0.7 1.0 4.0 35.0 93.0

,,2時 間 ・1.2 1.5 2.0 20.0 95.0 112.0

5 赤 沈1時 問1.5 1。52.0 5.5 42.0 110.0
勤

"2時 間3.0 3・Oi5・0 12.0 105.0 130.0

6 赤 沈1時 間1・0 1.0 1.5 3.5 10.0 50.0

"2時 間i2.0 2.0 2.5 6.0 25.0 154㌃0

結 核

家兎群

7 [整 塒 問8・o 10.0 14.0 22.0 61.0

,,2時 間i18.0 22.0 33.0 49.0 110.0

8 赤 沈1時 間 ・14.0 23.0 29.0 58.0 123.0

"2時 間35.0 55.0 66.0 111.0 135.5

9 赤 沈1時 間11沿 17.0 25.0 42.0 110.0

" ,2時 間27・0 45.0 65.0 89.0 132.0

10

き

赤 沈1時 間124・0 32.0 44.5 59.0 92・ol

,,2時 間 ・52.ol70.0 92.0 120.0 134。0}

第3節 要 約

核 物 質 ト シテ「チ モ ヌ ク レイ ン」酸 曹 達 ヲ用 ヒ、

之 ガ試 験 管 内 ニ テ赤 沈 速 度 二及 ボ ス影 響 ヲ検 セ
　

ン ト シテ溶 液 ノ形 デ添 加實 験 テ 行 ヅ タ。 「チ モ

ヌ ク レ イ ン」酸 曹達 ノ、家 兎 ノ血 液 二封 シテ微 量

ニ シテ著 明 ナ ル赤 沈速 度 促進 作 用 テ呈 シ、 此 ノ

作 用 ノ・「チモ ヌ ク レイ ン」酸 曹 達 ノ 濃 度 ト共 二

増 大 スル。 又 、 此 ノ作 用 ハ豫 メ 結 核 二感 染 シ

テ赤 沈 速 度 ノ 早 イ動 物 ノ 血 液 二封 シテ ヨ リ強

ク働 ク。 ㌦

第7章 葡萄糖溶液二浮游セル赤血球ノ沈降遽度二及ボス

「チモ 又ク レイン」酸曹達試験管内添加影響

前章二於 ケル實験二依 リテ「チモヌクレイン」酸

曹達ハ試験管内ニテ強力ナル赤沈速度促進作用

ラ有 シ、且叉 ソノ作用ハ濃度二比例 シテ増大 ス

ル事テ知 ツタ.次 二余ノ・此 ノ試瞼管内三於ケル

赤沈速度促進作用ガ血漿 ノ他 ノ成分 ノ協力テ侯

タズ シテ輩 掲 二登 現 ス ル ヤ 否 ヤ ヲ知 ラ ン ト シ

テ、 葡 萄糖 溶 液 二浮 游 セ ル 赤 血 球 二封 スル 「チ

モ ヌ ク レ ィ ン」酸 曹 達 試験 管 内添 加 ノ 影響 ラ検

シ タ。

第1節 實験方法

健常家兎 ノ絢構酸曹達二依 リテ凝固ラ防ギツツ

心臓穿刺二依 リテ探血 シタル血液 テ遠心沈澱 シ

テ赤血球 テ分離 シ、等張性葡萄糖溶液(4.7%)

ニテ洗1條スル事3同 ・=.及ビ、而ル後原血液 ト同

ジ容量ニナル如 ク同液 テ加ヘタ。即チ血漿 テ等

張性葡萄糖溶液ニテ置換 シタノデァル。斯 カル

赤血球浮游液 テ用 ヒテ、前章二於ケル實験 ト全

ク同 ジ方法二依 リテ「チモヌクレイン」酸曹達試

験管内添加 ガ赤沈速度 二及ボス影響 テ親察 シ

タ。

第2飾 實験成績

「チ モ ヌ ク レイ ン」酸 曹 達 ノ、等 張 性 葡萄 糖 溶 液 二 俘游 セル赤血球 ノ沈降速度ヲ強 ク促進 セシメル
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作 用 テ呈 シタ。 ケ レ ドモ此 ノ場 合 ハ絢構 酸 曹 達

血液 二於 ケル ヨ リモ促 進 作 用 ガヤ ヤ劣 ル。 即 チ

第10表 二示 ス如 ク 「チ モ ヌ ク レイ ン」酸 曹 達 ノ

濃 度 ガ0.05%ノ 場 合 ハ 未 ダ 赤 沈 速 度 テ促 進 ス

ル ニ至 ラナ・イ。O.1%二 至 ツ テ少 シク促 進作 用

ガ認 メ ラ レ0,5%乃 至1.0%デ ノ・促 進 作 用 ガ顧

著 ナ ル モ ノガ アル。 而 シテ此 ノ 場 合 二 於 テモ

「チ モ ヌ ク レ イ ン」酸 曹 達 ノ濃 度 二比 例 シテ赤 洗
'

速 度 ガ促 進 スル ノ テ認 メ タ。
'

第10表 「チモ ヌクvlソ 」酸曹達 ノ試験管 内添加 力葡 萄 搾溶液 二浮游 セル

赤血球 ノ沈 降速 度二及 ボス影響

1チ モ ヌ クV物番 號0
%イ ン

」 酸 曹 達 1…5%1・ ・1%1・ ・2%い ・5%い ・・%

1 赤 沈1時 間 0。50,511.0 4.0 35.0 93.0

"2時 間 1.01.0
ヒ

2.0 20.0 95.0 112.0

2 赤 沈1時 間 1.5i1.5 2.0 5.5 42.0 110.0

"2時 間 3.o[.0 5.0
'12

.0 105.0 130.0

3 赤 沈1時 間i1・0{1・0}1・2 3.5 10.0 50.0

"2時 間2・012・0 2.5 8.0 25.5 154.0

4 赤 沈1時 間
…0

.5iO.5 1.0 5.0 37.0 72.D

"2時 間 1。o[.0 2.0 12.0 80.0 122.0

5 赤 沈1時 間 0.5 0.5 1.5 6.0 38.0 85.0

"2時 問i1。0 11.0 3.0 13.5 84.0 128.0

第3節 要

「チ モ ヌ ク レイ ン」酸曹 達 ノ、絢 構 酸曹 達血 液 二添

加 ス レバ 赤 沈 速 度 ラ著 シ ク促進 サ セ ル事 實 ガ認

～ ラ レル ノデ アル ガ、 此 ノ作 用 ハ輩 掲 二働 キ得

ル モ ノカ、 或 ハ又 血漿 ノ他 ノ成 分 ノ協 力 乃 至媒

介 テ必 要 トス ル モ ノデ アル カ、 此 ノ貼 ヲ間 明 セ

ン ト シテ、 赤 血 球 ノ等 張 性 葡 萄 糖 溶 液 二浮 游 セ

ル モ ノニ テ「チ モ ヌ ク レ イ ン」酸 曹 達 ノ添 加 實 験

テ行 ツ タ。 「チ モ ヌ ク レ イ ン」酸 曹 達 ノ・ソ ノ濃 度

ガ0・1%ニ シテ葡 萄 糖 溶 液 二俘 游 セル赤 血 球 ソ

沈 降 速 度 テ促 進 セ シ メ、 以 上 「チ モ ヌ ク レイ ン」

酸 曹達 ノ 濃 度 テ 檜 ス程 赤沈 速 度 促 進 作 用 ハ 強

イ。Fahraeusノ 研 究 二依 レバ、1%ノ 「フ イ

ブ リノグ ン」溶 液 二於 ケ ル赤 血 球 ノ 沈 降速 度 ハ

10mm/Stdデ ア リ2%ナvバ51mm/Stdデ ア

約

ル。 叉3.2%ノ 「・Lロノ リ ン」溶 液 一・一於 テハ19

mm/Stdデ ァル。 シテ ミ レバ 「チ モ ヌ ク レイ ン」

酸 曹達 ノ赤 沈 速 度 促 進 作 用 ハ 「フ イ ブ リ ノゲ ン」

「グ ロ ブ リ ン」二・比 シテ遙 二強 力 ナ モ ノデ ア リ
、

同一 濃 度 デノ・撒 倍 ノ促 進 作 用 テ有 スル モ ノ ト考

ヘ ラ レル
。

斯 ク ノ如 ク葡 萄 糖 溶 液 二俘 游 セル赤 血 球 ノ沈 降

速 度 二封 シテ モ彊 キ促 進 作 用 ガ認 メ ラ レル ノデ

アル ガ、 絢 構 酸 曹 達 血 液 二於 ケル促 進 作 用 ヨ リ

モ幾分 弱 イ。 帥 チ「チ モ ヌ ク レ イ ン」酸 曹達 ノ赤

沈 速 度 促 進作 用 ノ・ソ レ自身 輩 掲 二登 揮 サ レル モ

ノデ ハ ァル ガ、 血 漿 成分 ト共 二存 スル トキ
、 ヨ

リ強 ク働 ク モ ノ ト思 バ レル。

第8章 酵母 「又ク レイン」酸及 ビ其 ノNa堕 ノ試駿管内添加

ガ赤沈遽度 二及ボス影響

酵 母 「ヌ ク レ イ ン」酸 ノ、一 般 植物 ノ細胞 核 内二存

在 シ、 動 物 ノ消 化 管 内 デハ 完 全 二分 解 サ レル モ

ノデ ァル ヵ ラ通 常 血 液 中 ニ ハ 見 出 サ レナ イ モ ノ

デ アル。 併 シ乍 ラ同 ジ ク「ヌ ク レ イ ン」酸 ト シテ

メ
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燐 酸、 糖 、 盛 基 ノ3者 ヨ リ構 成 サ レ化 學 構 造 ノ

近 イ モ ノ デ アル カ ラ「チ モヌ ク レイ ン」酸 ト同 ジ

ク赤 沈 速 度促 進 作 用 ラ有 シナ イ モ ノデ ア ラ ウカ

ト言 フ事 ハ興 味 アル問題 デ ァル。 切 ツテ余 ノ・酵

鳥。 第1節

酵 母 「ヌ ク レ イ ン」酸 及 ビ ソノNa盤 ハ 「メル ク」

ノ製 品 テ用 ヒ タ。 試 験管 内添 加 ノ方 法 ハ第6章

母 「ヌ クvイ ン」酸 及 ビ ソ ノNa盟 ノ試 験 管 内添

加 ガ赤 沈 速 度 二及 ボ ス影 響 テ検 セ ン トシ テ以 下

ノ實 験 テ行 ツ タ。

實験方法

二述 べ タ所5全 ク同 ジデ アル。 直 二1時 間 、2

時 間 ノ赤 沈 速 度 テ測 定 シタ。

第2節 實験成績

酵 母 「ヌ ク レ イ ン」酸 及 ビ其 ノNa盤 ハ試験 管 内

添 加 二依 リテ赤 沈 遽 度 テ 促 進 セ ナ ィ。 第11表

轟示 ス如 ク健 常 値 ノ赤 沈 速度 二僅 ノ攣 動 アル ノ

ミデ、 之5テ モ1時 間値 二於 テ最 大O.3mm… 一

過 ギナ イ。 興 味 深 イ ノノ・Nr4、Nr5、Nr6

ノ如 キ赤 沈 速 度 ノ早 イ血 液 二酵 母 「ヌ ク レイ ン」

酸曹達 ヲ添加シタ場合デアツテ、「チモヌクレイ

ン」酸曹達 ノ赤沈速度促進作用 ト反封 二邊延的
甜

作 用 ガ見 ラ レル ノデ ァル。 ・

而 モ此 ノ邊 延 作 用 ハ酵 母 「メ ク レイ ン」酸曹 蓬 ノ

濃度 二比 例 シテ強 クナ ル ノガ認 メ ラ レタ。

第11表 酵母「ヌ〃vイ ソ」酸及 ビ夫 ノN臓 璽 ノ試験 管 内添加 ガ赤血球沈 降速 度二及 ざス影響

動物翻 添加物則 1・%…5%i・ ・1%;・ ・2%i・ ・5%i…%

1 酵研 ヌ〃レ摩 沈 塒 間
0。20.2 0.3 0.2 0・210・2

イ ソ」酸曹達 "混 時 間 0.50.5 0.6 0.5 0.5 0.5

2 ,7
赤 沈1時 間 1.01.0 0.8 0.8 1.0 1.0

"2時 間 2。02.0 2.0 1.8 2.0 2.0

3 夢,
赤 沈1時 間 0.50.6 0.3 0.5 0.3 0.5

,,2時 閻 1.01.3 0.7 LO 0.8 1.0

4 ,,

赤 沈1時 間 33,030.0 30.0 30.0 26.0 17.0

,,2時 間 80,068.0 65.0 64.0 55.0 42.0

5 ,,
赤 沈1時 間 18,017.5 17.0 17,012.0

30,026.0

6.0

,,2時 間 31,030.0 29.0 14.0

6

吟

],,
赤 沈1時 間 25,025.0 24.0 24.020.0;17.0

,,2時 間

'

60,061.0 55.0 i56,045,035.0

7 酵 母 「ヌ ク
レ イ ソ」 酸

赤 沈1時 間 0。20.3 0.2 0.4
10

,210.2

"2時 間 0.50.7 0.5 0.8 。.5i。.5
i

8 ,,
赤 沈1時 閻 0.50.5 0.5 0.5 0・5iO・5

,,,2時 間 1.01.0 LO 1.0 1.oi1.0 。

9 ,,
赤 沈1時 間 1。01.0 1.0 1.0 0.8 0.8

"2時 間 2.02.0 2.0 2.0 1.8 1.6

10 ,,

赤 沈1時 間 0.50.5
'0

。5 0.5 0.5 0.4

"2時 間 1.01.0 1.0 1.0 1.0 0.8

第3節 要 約

酵 母 「ヌ ク レイ ン」酸 及 ビ ソ ノNa盤 ハ通 常血 液 内 二存 在 シ ナ イ モ ノデ ァル ガ、 「チ モ ヌ ク レ イ



ll 森=「 ヌ ク レイ ネ ミN二 關 ス ル研 究 【第20巻

ン」酸5同 ジ ク 燐 酸、 糖 、 盤基 ノ3成 分 ヨ リ成

ル化 墨構 造 ノ近 イ物 質 デ アル カ ラ、 赤 沈 速 度 二

封 スル影 響 モ略 丸同様 デ ア ラ ウ カ トノ想 定 ノ下

二試 験 管 内添 加實 験 テ行 ヅタ。 實 験 成 績 ノ・豫 期

二反 シeelsrヌ クvイ ン」酸 及v.ソ ノNa賂 ハ赤

沈 速 度促 進 作 用 ヲ全 然 有 シナ イ ノ ミナ ラズ、 酵

母「ヌクレイン澱 曹達 ノ如キ檸 ロ遅延作轡

有 スル ト言 フ結 果 ニ ナ ツ タ。

第9章 「チモヌク レインj酸 曹達ノ生薩内注射ガ赤血球

沈降速度 二及 ボス影響

第6章 及 ビ第7章 二於 ケ ル 實 験 二依 リテrチ モ

ヌ ク レイ ン」酸 曹達 ハ試 験 管 内 ニ テ 著 明 ナ ル赤

沈 速 度 促 進 作 用 テ有 シ、 且 ツ ソ ノ作 用 ハ軍 掲 ニ

テ 直接 二登 揮 サ レル モ ノデ アル事 ガ明瞭 ニ ナ ツ

o

タ。 栃 ツ テ余 ハrチ モ ヌ クvイ ン」酸 曹 達 ガ生盟

内 ニ テ モ赤 沈 速 度 促進 作 用 ヲ有 スル ヤ否 ヤ ヲ知

ラ ント シテ次 ノ實 瞼 テそテツ タ。

第1飾 實験方法

實験 動 物 トシ テ 膿 重 約2、5Kgノ 健 常 家 兎 ヲ用

ヒ、「チ モ ヌ ク レ イ ン」酸 曹 達 溶液10cc(實 量0.2

9、O・39、O・49及t"ot59/4種)テ 耳 翼 静脈

内 二注 射 シ、 注 射 前t注 射 後2分 、5分 、10分

20分 、30分 、60分 及 ビ120分 ノ各 時 刻 二反 封 ・

側 耳翼 静 脈 ヨ リ邊 滞 ナ ク探 血 シ、 直 二赤 沈 遽 度

テ測 定 シ、 「ヌ ク レイネ ミー 」テ検 シタ。

第2節 實験成績

「チ モ ヌ ク レ イ ン」酸 曹 達 ノ、生 罷 内 ニ テ モ試 瞼 管

内 二於 ケル ト同檬 二赤 沈 速 度 テ促 進 セ シメ ル事

實 ガ認 メ ラ レタ。 即 チ第12表 一・=一示 ス 如 ク赤 沈

速 度 ノ、「チ モ ヌ ク レ イ ン」酸 曹 達 溶 液 テ耳 翼 静脈

内 二注 射 シテ2分 後 二探 血 シ タ血 液 ガ最 モ促 進

シ、 以 後 時 間 ノ経 過 ト共 二次 第 二遅 延 シテ1時

間乃 至2時 間 後 ニ ハ注 射 前 ノ値 二戻 ル ノガ認 メ

ラ レタ。 此 ノ場 合 ノ「ヌ ク レ イネ ミー 」ノ・非 常 二

増 強 シテ+符 號 ノ敷 デ表 ハ ス事 ガ出來 ナ ィ ケ レ

第12表

ドモ、 同 時 二輪 環 反 磨 ヲ施 行 シテ比 較 ス ル ニ、

注 射後2分 ノ血 液 ガ最 モ張 久 以 後 次 第 二滅弱轡

シテ注 労 後30分 二・シテ注 射 セル 「チ モ ヌ クy4

ン」酸 曹 達 ノ大 部 分 ガ 浦 失 シ、注 射 後2時 問後

ニ ハ完 全 二消 集 シテ輪 環 反 慮 ノ・注 射 前 ノ値 二戻

ル ノ テ認 メ タ。 而 シ テ 赤 沈 速 度 ト「ヌ ク レイネ

ミー一一」ハ此 ノ場 合 ニ モ時 間 的 二 量 的 準拉 行關 係

テ不 シタ。

「チモヌク レイソ」酸曹達 ノ静脈内注射 ガ赤血球沈降速度 二及 ポメ影響

}

繍 注射量
注射前 注1注射後

軸2分
5分

畠一

6.0

10分 20分 30分

}

6・分i・2・ 分

1 0。5mg
赤 沈1時 間 0.7 9.0 3.5

一 一一
2・5}2・5毒1・5

}

0.γ

,,2時 問 1.5 30.0 22.0 15.0
サ

10。0 8.oi3.0 L5

2 り
赤 沈1時 間 1・OiΨ 5.0 3.5 3.0 2.0 1.5i1。0 1.0

・"2時 間 2・Ol 1LO 7.5 6.5 5.〇
一

3・oi2・ ・ 2.0

3 0。4業ng 隊 沈1時 間 1.5 1LO 8.0 7.0 6.5 3.5 2.5 2.0

"2時 間 3.0 26.0 25.0 25.0 24.0 8.0 6.0 4.0

4 夢,

i

隊 沈 塒 間 1.0 3.0 2.5 2.α 2.0 1.5 1.0 LO
1ニ ジ2時 間

2.0 7,515.0 4,514,ol2.5 2.0 2.0
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5

6

7

8

0.3mg

0.2mg

赤 沈1時 間

"2時 間

赤 沈1時 間

,・2時 間

赤 沈1時 間

"2時 間

赤 沈1時 間

,,2時 間

O.5

1,0

0.5

1。0

0.7

1.5

3。0

蕊

3・Oi2・0

6.05.0

2.5

6.0

2.0

4.5

7.5

2.〇-i万

1.2

4。0

7.0

16.Oi12。0

2.0

4.0

1.5

3.5

2.01.5

4.5i3.0

1.0}1.5

π 蕊

器
π
蕊
π
π

4.5i至3.5

8。oi7.57.0

嚢剃
3.03.0

6。06.0

第3節

「チ モ ヌ ク レイ ン」酸 曹 達 ガ生膿 内 晶 テ モ試 験 管

内 二於 ケパ ト同様 二赤 沈 速 度 テ促 進 セ シメル作

用 ヲ有 スル ヤ否 ヤ テ知 ラ ン トシ、家 兎 ノ耳 翼 静

脈 二注 射 シテ赤 沈速 度 ト「ヌ ク レイ ネ ミー 」ノ憂

動 テ襯 察 シタ。 赤 沈 遽 度 ト「ヌ ク レイネ ミー ハ

注 射 ノ直 後 二最 モ促 進 檜 強 シ、以 後 時 間 ノ経 過

要 約

ト共 二逞 延 減弱 シテ注 射 後2時 間 ニ シテ注 射 前

ノ値 二戻 ル ノテ認 メ タ。 叉 、 此 ノ場 合 二於 テ モ

雨 者 ガ蛇 行 スル ノ テ 認 メ タ。 即 チ「チ モ ヌ ク レ

イ ン」酸 曹 達 ノ、生 罷 内 二於 テ モ 赤 沈 速 度 促 進 作

用 ヲ有 シ、 ソノ作 用 ハ濃 度 二比 例 シテ働 ク ノデ

ア ル 。

第10章 酵母 「ヌク レイン」酸曹建溶液、生理的食盤水及 ビ

蒸紹水 ノ生盤内注射 ガ赤血球沈降速度 二及ボス影響

前 章 二述 べ タ如 ク「チ モ ヌ ク レイ ン」酸 曹 達 ノ・生

饅 内 二於 テ モ著 明 二 赤沈 速 度 テ促 進 セ シメ タ。

併 シ乍 ラ此 ノ場 合 二「チ モ ヌ ク レイ ジ」酸 曹達 ナ

㌃ 中・陛盤 ヲ10ceノ 水溶 液 トシ テ 静脈 内a?圭 射
隻

第1節 實験方法

本 實験 ハ 前章 二述 ベ タル實 験 ノ封 照 デ アル カ ラ

注 射物 質 ラ除 キ、総 テ同一 ノ條 件 デ施 行 シ タ。

注 射物 質 ノ、酵 母 「ヌ ク レイ ン」酸 曹達0.59ラ10

第2節

酵 母 「ヌ クvイ ン」酸 曹達 溶 液、8.5%食 騨 水 、

及 ビ蒸 鱈 水 各10ccテ 家 兎 ノ 静 脈 内 二注 射 スル

ニ 第13表 二示 ス如 ク赤 沈速 度 二 何 等 影 響 アル

第3節

「チ モ ヌ ク レイ ン」酸曹 蓬 ノ、家 兎 ノ静 脈 内 二注 射

シテ モ試 験 管 内 二於 ケル ト同様 二著 明 ナ ル赤 沈

遽 度 テ促 進 セ シメル作 用 ラ示 シ タ。 併 シ乍 ラ中

性 盤 溶 液 テ10cc静 賑 内 二注 射 シ、而 モ頻 繁 二探

シ、2時 間絵 ノ短時間二頻繁二探血 シタノデア

ル カラ此等 ノ條件二封 スル封照實験 ノ意味デ次

ノ小實瞼 テ行 ツタ。

ccノ 蒸鯉 水 二溶 解 シ タル モ ノ、8.5%食 盤 水10

cc及 ビ蒸飽【水10ccデ ァル。

實験成績

テ認 メナ カ ツ タ。 極 メ テ輕 微 ノ攣 動 ノ、ア ル ガ、

豫 備 實 験 ニ テ観 察 シ タル正 常 誤差 ノ範 園 ヲ越 ヱ

ル モ ノテ ノ、ナ イ。

要 約

血 シタ事 二封 シテ之ガ赤沈速度二與ヘル影響 テ

吟味 スル必要ガァル。{乃ツテ酵母「ヌクレイン」

酸曹達溶液、生理的食盤水1及 ビ蒸鯛水各10cc

テ家兎 ノ静脈内二注射 シテ赤沈速度二及ボス影
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第13表 酵母「ヌ〃vイ ン」酸曹達、生理的食襲水及 ビ蒸 鯉水 ノ

静脈 内注射 ガ赤血球沈降速度 二及 ボス影響

動物
番號 注射物質

i

注射前 注
射 薔射募i5分 10分

驚

20分 30分 60分 120分

1 酵母 「ヌ ク レ
イ ソ」 酸曹 達

赤 沈1時 間[1.0 .F

{
↓

、

1・0μ ・2 1.0 1・0μ ・0 1.0 1.0

"2時 間}2.0 2.0 2.0 2.0 2.02.0 2.0 2.0

2,, 赤 沈1時 間 0.5 0.6 0.5 0.5 0.70.6 0.5 0.5

"2時 間, 1.0 1.2 1.0 LO 1。51.2 LO 1.0

3

…

ひ夢

§

赤 沈1時 剛o・5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.6 0.5

"2時 酬1.0 LO 1.0 LO 1.0 1.0 1.2 1.0

4

、

蛋 理 的
食 蝋 水

赤 沈1時 間 1.0
-

2.0

0.8 1.0 L2 1.0 1.0 1.0 1.0

"2時 間 2.0 2.0 2.2 2.0 2.0 2.0 2.0

:5

「 ,,
赤 沈1時 間 0.5 0.5 0.5 0.5 0.6 0.6 0.5 0.5

"2時 間 1.0 LO 1.0 1.0 1;2 1.2 1.0 1.0

6 ,,
赤 沈1時 間 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

,,2時 間 1.0 1.0 0.8 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

7 蒸 鯉 水 赤 沈1時 間 1.0 1.0 1.2 1.0 1.0 1.0 1.2 1.0

"2時 間 2.0 2.0 2.5 2.0 2.0 2.0 2.5 2.0

8
螢

9,

赤沈 塒 間{ 0.5

1.0

0.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

一2時 間} 1.0 1.0 1.0 1.0 1.2 1.0 1.0

9
寧

,肇
赤 沈1時 間

一
0.5 0.5 0.5

夢0
.5 0.5 0.5 0.5 0.5

i "2時 間 1.0 1.0 1.0 LO 1.0 1.0 1.0 1.0

響 テ検 シタ。 酵 母 「ヌ クvイ ン」酸 曹 達 ハ第8章

二 於 テ述 ベ タル如 ク試 験 管 内 二於 テ赤 沈速 度 促

進 作 用 テ有 シナ イモ ノデ ア ル ガ、家 兎 ノ静脈 内'

二注 射 シテ モ ヤハ リ赤 沈遽 度促 遙 作 用 ノ・認 メ ラ

蓼

レナイ。生理的食盤水、蒸鯉水 ノ静脈内注射モ

亦、赤沈速度二封 シテ何等影響 スルノラ認 メナ

イ。

第11章 総 括

1・ 艦 重 約3009ノ 雄 姓 海狸 ノ腹部 皮 下=10%

食 盤 水 テ10cc乃 至15cc注 射 シテ組 織壌 疽 テ惹

起 セ シメ タ.此 ノ場 合 ノ局所 ノ攣 化 テ観 察iスル

・二、 注 射 ノ翌 日ニノ・浮 腫 ト脱 毛 テ認 メ
、2日 目

ヨ リ壌 疽 ガ始 マ リ3日 、4日 ト著 明 デ ア ツ テ、

以後 肉芽 組織 ヲ生 ジテ治 癒 二傾 キ、 注 射 後6日

乃 至7日 一:ハ痂皮 下 二治 癒 ス ル ノテ認 メ タ。

2・ 上述 ノ如 キ塵 置 ヲ施 シタ海 猿 ニ テ赤 沈 速 度

テ測 定 シ「ヌ クyイ ネ ミー4ラ 検 シタ。 赤沈 速 度

ト「ヌ ク レイネ ミー・」ノ、注 射 局 所 ノ攣 化 ト全 クー

致 シ テ慶 動 シ爾 者 拉 行 關 係 テ示 シ タ。

3.食 盟 ノ直 接 赤 沈 速 度 二及 ボ ス影 響 ラ試験 管

内添 加 一=一依 リ テ観 察 ス ル ニ、 食 盤 ノ濃 度2%以

評

下 デノ・影 響 ナ ク、5%デ 僅 二 遅 延 的 二作 用 シ、

10%二 至 ル ト著 明 二逞 延作 用 テ呈 シ タ。

4・ 「チ モ ヌ クvイ ン」酸 曹 達 テ試 験 管 内 ニ テ家

兎 ノ絢 襯 酸 曹 達 血 液 二添 加 スル ニ、 健 常 家 兎 ノ

血 液 デ ハ添 加 セル 「チ モ ヌ ク レ イ ン」酸 曹蓬 ノ濃

度 ガ0・05%ニ シテ赤 沈 速度 ノ・一 部 促 進 シ、0.1

%ニ ナ ル ト絃 テ ノ例 二於 テ可 ナ リ促 進 シ、 以 上

濃 度 ユ比例 シテ赤 沈速 度 ハ 盆 ≧促 進 スル ノ テ認

メ タ。 結 核感 染 テ受 ケテ既 二赤沈 速 度 ノ促 進 シ

テ ヰ ル家 兎 ノ血 液 デハ 「チ モ ヌ ク レイ ン」酸 曹 遽

撫 ノ影 響 ノ・健 常 家 兎 ノ血 液 二於 ケル ヨ リ
モ遙 二強

久 ソ ノ濃 度 ガ0・05%ニ シテ著 明 ナ ル赤沈 速 度

促 進 作 用 ヲ呈 シ・ ソ ノ作 用 ハ 濃 度 二比 例 シテ壌
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大 スル ノ テ認 メ タ。

5、 等 張 性 葡 萄 糖溶 液 二浮 游 セル赤 血球=一就 テ

「チ モ ヌ ク レイ ン」酸 曹 達 ノ試 験 管 内添 加 ヲ行 ヒ

赤 沈 速 度 二及 ボ ス 影 響 テ窺 フニ、添 加 「チ モ ヌ

ク レイ ン」酸 曹 達 ノ濃度0.1%以 上 二於 テ赤 沈

速 度 テ促 進 シ、 以上 濃 度 ト共 二促 進 作 用 ガ増 大

スノレノテ認 メ タo

'6.酵 母 「ヌ ク レイ ン」酸 トソ ノNa臨 ハ試 験管

内添 如 二依 リテ赤 沈 速 度 テ促 進 セ シメ ナ イ。 寧

ロ赤 沈 遽 度 ノ早 イ血 液 二添 加 スル ト遅 延作 用 テ

呈 シ タ。

7.「 チモ ヌ ク レ イ ン」酸 曹 達 ヲ家 兎 ノ静脈 内 …

注 射 ス ル ニ注射 後2時 間 ニ シ テ 完 全 二消失 ス

ル。 而 シテ注 射 サvタ 「チ モ ヌ ク レイ レJ酸 曹 蓬

ガ輪 環 反 磨 ユ依 リテ血 漿 申 二謹 明 出來 ル間 ハ ソ

ノ濃 度 二比例 シテ赤 沈 速 度 ガ促 進 シテ ヰ ル ノ ヲ

認 メ タ。

8.酵 母 「ヌ ク レ イ ン」酸 曹 達 溶 液(5%)、 生 理

的 食 盤 水 及 ビ蒸鰹 水各10ccヲ ・家 兎 ノ静 賑 内 二注

射 ス ルニ赤 沈 速 度 二何 等 影 響 ラ與 ヘ ナ カ ツ タ。

第12章 考 按 及 ビ 結 論

▼赤 沈i速度 ノ本ma ・:・關 シテノ、R .Fahraeus以 來

多 数 ノ研 究 業績 ガ ア リ、 主 ナ ル理 論 グ グ塞 ヴ テ

モ第2章 二述 ベ タ ル如 ク15種 テ敷 ヘ ル 事 ガ出

來 ル。 而 モ此 ノ理 論 ノ各 々 二封 シテ諸 家 ノ見解

ガ岐 レ 賛 否交 々未 ダ決 シナ イ ト言 フ歌 態 デ ア,

ル 。 赤 沈速 度 ノ如 キ軍 純 ナ ル現象 ガ先 人 ノ研 究

努 カ ニ拘 ラズ今 日尚 本 態 テ間 明 サ レル ニ至 ラヌ

事 ハ窟 二異 ナ ル事 ト言 ハ ネバ ナ ラ ヌ。 惟 フニ、

赤 沈速 度 ハ血 液 ノ膠 質化 學 的不 安 定 性 テ表示 ス

ル モ ノデ アル カ ラ血 液 中 二存 スル線 テ ノ物 質 ハ

程 度 ノ差 コ ソ ア レ赤 沈速 度 二何 等 カ ノ意 味 デ影

響 テ與へ、從ツテ蓄然多敷 ノ促進因子、邊延因

子 ガ存 スベ キ デハ ナ カ ラ ウ カ。 又 、 此等 ノ因子

ハ疾 患 ノ種 類 ト獣 態 二依 ツテ必 ズ シモ同一・ノモ

ノデハ ナ イ デ ア ラ ウ。 赤 沈 速度 ノ・一 ツ ノ非特 異

牲 反 慮 デハ アル ガ、 夫 ノ本 態 デ普遍 的一 元 的 二

追 求 スル ノノ・要 當 デ ナ イ ト思 バ レル。 赤 沈 速 度

ノ本 態 二關 シテハ 扱 テ措 キ、 赤 沈遽 度 ハ細 胞 崩

壌 二際 シテ促進 ス ル ト言 フ事 ノ、普 ネ ク認 メ ラ レ

ル事 實 デ アル。 叉 「ヌ ク レイネ ミー」モ細 胞 崩壊

二際 シテ増 強 ス ル事 ノ、言 テ挨 タナ イ
。 從 ツ テ雨

者 ガ細胞 崩=壌二際 シテ量 的 二時 間 的 二如何 ナ ル

關 係 二立 ツ カ ト言 フ事 ハ 甚 ダ興 味深 イ 事 デ ア

ル 。吾 ガ有 馬 研 類f二 於 ケル先 輩達 ノ・結 核 過 敏

症 ノ研 究 二當 り、 「ヌ ク レイ ネ ミー」テ起 サ シメ

ル方 法 トシテ肺 ノ火 傷 、脾 ノ澱 粉檬 攣 性 等 種 々

ナ ル手 段 テ探 ツ タガ、 余 ハ最 モ簡 軍 ナル モ ノ ト

シテ、 海 猿 ノ腹 部 皮 下 二10%食 盤 水10ec乃 至

15cc注 入 シ組 織 壊疽 テ惹起 セ シメ、 此 ノ場 合 ノ

赤 沈 速 度 ト 「ヌ ク レイ ネ ミー」 ノ攣 動 テ 観 察 シ

タ。 赤 沈 速 度 ト「ヌ ク レイ ネ ミー」ノ・総 テ ス例 二

於 テ局 所 ノ攣 化 二全 クー 致 シテ憂 動 シ、 互 二勉

行 關係 ラ示 シ タ。

弦 二於 テ 「ヌ ク レイ ネ ミー 」ノ・赤 沈 速 度 促 進 因子

トナ ル ベ キ可能 性 ラ生 ジ タ。 上 述 ノ方 法 二依 ル

組 織 壌疽 二際 シテ赤 沈 速 度 ノ促 進 シ タ原 因 ラ吟

味 ス ル ニ、 食盤 ソ ノモ ノノ、問題 ニ ナ ラナ イガ、

核物 質 トソ レ以 外 ノ細 胞 構 成 物 質 ヲ考 ヘ ナ ケ レ

バ ナ ラヌ
。 「ヌ ク レ イネ ミPtJガ 赤 沈 速 度 促 進 因

子 デ アル タ メ論 ノ・核 物 質 二赤 沈 速 度 促 進 作用 ノ

ア ル事 テ前提 ト シナ ケ ソバ ナ ラヌ。{乃 ツテ余 ハ

核 物 質 ノ試 験 管 内添 加 及 ビ生 饅 内注 射 二依 ル赤

沈速 度 二封 スル影 響 ラ検 シ タ。 弦 二考 ヘ ル ベ キ

事 ハ核 物 質 、 即 チ「チ モヌ ク レイ ン」酸 ト夫 ノ結

合 物 ガ血 液 内 ニ テ如何 ナ ル形 二存 スル カ ト言 フ

事 デ アル。 細 胞核 内 二於 ケル形 二 就 テE.Ha-

mmarstenノ 想 定 ニ ヨyバ 「チ モ ヌ ク レイ ン」酸

ノ・比 較 的 強 酸 デ アル カ ラ「アル カ リ」及 ビ 「アル

カ リ」土 類 、 金 屡 、 盤 基 性 蛋 白質 ト結 合 シ、或 ハ ・

此 等 ノ複 盤 ヲ ナ ス モ ノデ ア ラウ ト。 核 物 質 ガ血

液 中 二移 行 シ タ場 合 デ モ核 内 二於 ケル ト略 気同

様 デ ア ラウ ト思 ノ・レル。 余 ハ核 物 質 トシテ「チ

モ ヌ ク レ イ ン」酸 曹 達 ヲ 使 用 シタ。 該 物 質 ハ斯

カル形 デ血 中 二存 スベ キ可 能 性 ガ大 デ ァ リ、 動
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學 研 究 第9巻,12號,昭 和10年.5)谷 口,結

核.第15巻,5號,昭 和12年.6)齋 藤,結 核 ・

第15巻,5號,昭 和12年 ・7)櫃 田,結 後 ・第16

巻,5號,昭 和13年 。8)青 山,結 核 ・第16巻,

5號,昭 和13年.9)森,結 核.第19巻,1號,

昭 和16年.  10) E.  Hammarsten, Bioch. Z.

Bd. 144. 1924. 11)  Wierner, Z. f. d . ges.  exp. 
Med. Ed. 56, 1927. 12) Abderhalden,  Pflii-
gers  Archie gesamt. Physiol. Bd. 193.  1922_  13)
林及 ビ柘植,愛 知醫 學會雑誌.32巻,1號,大 正14や
年 ・14)石 井 及 ビ増 田,軍醫 團雑 誌.208號,昭

和5年 ・15)岡 村,北 越醫 學 會雑 誌.46年,5號,

昭 和6年.16)Plaut,MM.W.Bd.67,1920.
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17)Benninghof,M.M.W.Bd.41,1921.18)

高 野,日 本 嬬 人 科 學 會雑 誌.32巻,1號,昭 和12

年 ・19)渡 邊,愛 知 學 會雑 誌 ・29巻,4號,大 正

11年 。20)Oettingen;Bioch.Z.Bd.118,1921、

21)村 上,京 都醫 學 雑 誌.19管,6號,大 正11年 。

22)古 市,襲 轡醫 學 會 雑 誌.235號,大 正13年.

23)檀,朝 鮮醫 報.7巻,1號,昭 和12年.24)

Gram,zit.nach.Reichels Blnt　korperchensen・

kung.1936.25)大 谷 及 ビ突 戸 ,慶應醫 學.1

巻,10號,昭 和6年.26)Leffkowitz,dieBiu・

tkorperchensenkung.1934.27)松 浦,軍醫 團

雑 誌218號.28)Btirker,M.M.W.1922.

29) Behrens, M. M. W. 1924. 30) Benninger 
 nnd  Herrmann, Klinische W. 1923. 31) Fa-

hraeus, Bioch. Z. Bd. 89, 1918. 32)  Hober, 
Handbuch der norm.  und Pathol. Physiologie. 
33) Linzenmeier,  Pflugers Archiv Bd. 181, 
1920. 34) Kanai,  Pflugers  Archiv  Pd. 197,
1923・35)上 野,内 分 泌 學 雑 誌.2年,5號,大

正15年 ・36)Schlechter und Bltihbaum,Z.

exp・Med・Bd・56,1927.37)山 本,岡 山醫 學

曾 雑 誌42年,11號,昭 和5年.38)Abramson,

Y.gen.Physiot.VoL12,1929.39)BendieR

NeubergundSnapper,Bioch.Z.Bd .247,1932.

40)DeHaan,Bioch.Z.Bd.86
,1918.41)

Starlinger・BiochZ.Bd.114,1920.
i42)津 田

及 ビ 堤,慶應醫 學 ・1巻,8號,大 正10年.43)

 Ardhlisch  und Bohnen, zit. nach  Reichelsblutk-
orperchensenkung. 1936. 44) Greisheimer,
Amer. Z. of. Physiol. Vol. 170, 1929. 45)小 松

原,東 京醫 學 會雑 誌.40巻,7號,大 正15年.46)

BendienundSnapper,Bioch.Z.Bd.235,1931

47)SachsundOettingen,M。MW。'Nr■12,

1921.48)Pewny,Wien.Klin.W.Nr.49,

1922.49.)前 田 及 ビ 百 漢,署 事 公 論931號,昭

和5年.50)Westergren,Z.exp.Med.Bd。

75, 1931. 51) Kylin, Bennhold-Kylin-Rusznjak 
die  EiweifokOrper im  Blntplasma. 1938. 52) 
Westergren, Theorell Z. exp. Med. Bd.  75,  1931. 

 und  WidstrOm. 53) Reichel, die  BlutkOrpe-
rchensenkung. 1936. 54)  Kiirten,  Pflugers
ArchivBd。185,1920.55)大 谷,十 全 會 雑 誌 。

42巻 ・3號,昭 和10年 ・56)立 花 及 ビ買,南 浦

馨 學 會 雑 誌.12巻,5號,大 正15年.57)三 吉,

成 署 會 雑 誌 ・49巻,6號,昭 和5年 。58)程 立,

慶 晦 署 學.11巻,昭 和6年.59)Ohlsonund

Rundquist, Bioch. Z. Bd. 247, 1932. 60) H. 
 Lila  und W.  Ulm Z. f.  gesarnt. exp. Med. Bd. 

29, 1922.  61) Ley,  Pfltigers  Archly Bd. 197,
1923.62)長 島 ゲ 結 核.4巻,1號,大 正15年 。

63)APinesundM.Foffe,Bioch.Z.Bd。211,

1929.64)官 本,日i新 昏 學.18年,9號.65)

大 谷,日 新 署 學 ・15年,5號.66)竹 林 ジH本 微

生 物 學 會 雑 誌.19巻,6號,大 正14年.67)高

野,臨 林 日本 馨 學原 著版 ・6倦 ・,6號 ・68)加 納,

大 阪 馨 事 新 誌 ・11巻,2號,昭 和11年.69>木

村,日 本 外 科 學 會 雑 誌23同,12號,大 正11年.

70)上 原,海 軍 軍 署 會 雑 誌.19巻,3號,昭 和5年 。

71)中 山 及 ビ下 井,慶 旛聲 學.3巻,8號,大 正12

年 ・72)村 上 及 ビ山 ロ,東 洋署 學 會 雑 誌.1巻,

3號,大 正12年.73)倉 金,十 全 會 雑 誌.42巷,

3號 ・昭 和10年 ・74)岡 部,東 北 醤 學 會 雑 誌 .17

巻,昭 和9年 。75)橋 本,馨 學 研 究.12巻,12號.

76) Geschke, Archiv f. Hyg Bd. 94, 1924.
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